
【戦略ビジョン】

【政策分類】

１．土地利用

２．自然環境

３．生活環境

６．農林業

　　総合計画の体系

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

７．商工業

平成24年度　事業の実績
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担当課係名

　第2次環境基本計画スタートに伴い、新たに環境保全に
関する取組みなどを実施。
　各種補助等の活用が中心となることから、説明会や研
修会等への積極的な参加により情報収集を行っていく必
要がある。

　環境自治体会議等研修会や説明会への参加を行
い情報収集を行ったほか、水生昆虫観察会や環境
に関する講演会を行った。

　平成２６年度開催する、環境自治体会議ニセコ会
議へ向けて内容・スケジュールの検討を行い、確実
に準備を進める必要がある。また平成２４年度開催し
た水生昆虫観察会を委託事業で実施するが、早め
の周知と対象を小学生1～3年生（保護者同伴が条
件）に広げ、参加児童を増やす。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

一般財源 1,067

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 994
04

起債

経常的経費 その他

決　算　額 1,067

01 保健衛生費
財
源
内
訳

国庫支出金

07 環境対策費 道支出金

事
業
目
的
・
目
標

　ニセコ町の良好な環境の保全を行い、自然生態系
や地域の生活文化を守り育て、自然環境と調和した
経済社会を持続させ住むことに誇りが持てるまちを築
く。

予
算
科
目

一般会計
衛生費

単独事業
経費区分

事業期間 24 24 年度

担当課係名

事業コード 121200-00

事業名 環境政策推進事業 細事業名 - 

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

財
源
内
訳

　今後も景観条例・都市計画等の規制内容を広く
町民や関係地権者、開発事業者に十分周知し、
理解を求める必要がある。また、例年同様、申請
に対する許認可事務の適正化に務める。

　準都市計画等の規制内容をホームページや
広報誌で周知した。また、昨年度に引き続き
嘱託職員1名を雇用し、開発事業者等へ規制
内容を説明すると共に、開発・建築物等の申
請に対して準都市計画等のルールに適合する
か審査し、指導を行った。

　引き続き、準都市計画等のルールに基づき
適切な環境整備を図るよう運営・指導する。

19
3,075

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他（地図等売払金ほか）

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

3,416

12

3,106

道支出金

08
　景観条例、準都市計画及び景観地区・特定用途制
限地域のルールを引き続き周知するとともに、適切な
運営をし、まちの財産である自然景観を確保する。

予
算
科
目

一般会計

01 都市計画総務費

05 都市計画費

土木費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 準都市計画事務経費 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 148400-00

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　廃屋の撤去については、まず、建物所有者の居
所を特定する必要がある。その後の手続き等と合
わせて、後志総合振興局の廃屋・空き家検討部
会と連携して行っていく。（なお、「市街地区街づくり
コンセプト検討業務」は4/25～8/31を業務期間と
する。）

　国土利用計画法、景観条例に基づく手続き
を適正に進めた。
　また、市街地区街づくりコンセプトを作成し
た。
　また、空き家・廃屋の現状を調査したうえ、
廃屋１軒を所有者により撤去することができ
た。

　引き続き景観条例等に基づく手続きを適正
に進めるとともに、廃屋への対応を強化する。

経費区分
経常的経費 その他
補助事業 一般財源 2,501

道支出金 84

起債

土木費 決　算　額 2,585

05 都市計画費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 都市計画総務費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　国土利用計画法に基づき市町村が行う事務事業
（届出書の受理･進達等）を行う。また、ニセコ町景観
条例に基づき、良好な景観づくりを推進する。
　今年度は、良好な景観を阻害する廃屋の撤去をす
すめるとともに、「市街地区街づくりコンセプト検討委託
業務」として市街地の将来像や開発コンセプトなどを
作成する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,640
08

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 136520-00

事業名 土地利用対策事業

1.ニセコ町の自然環境と景観を守り生活環境を向上させます

担当者職氏名 係長　山崎英文 政策分類 1.土地利用

担当課係名 建設課都市計画係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

建設課都市計画係 総合計画
の体系

戦略ビジョン 1.ニセコ町の自然環境と景観を守り生活環境を向上させます

担当者職氏名 係長　山崎英文 政策分類 1.土地利用

企画環境課環境エネルギー係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 主任　大野百恵 政策分類 ２．自然環境
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　水資源保全審議会を開催したほか、地
下水使用量の報告を行った。

　昨年は特に許可申請案件がなかった
が、許可申請案件等があった場合、審議
会の開催や地下水に関する専門家の意
見を聞くなど知見の集積が必要である。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 186
04

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 65

65

01 保健衛生費
財
源
内
訳

国庫支出金

07 環境対策費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　地下水保全条例、水道水源保護条例の運用にあ
たって、許可案件や懸案事項の協議のため水資源
保全審議会の円滑な運営を図る。

予
算
科
目

一般会計
衛生費 決　算　額

事業コード 149400-00

事業名 水資源保全審議会経費 細事業名 - 事業期間 23

担当課係名

事業実施時の問題点・検討課題

　北海道水資源保全に関する条例等に関す
る地域提案を行う。
　町内での井戸掘削の予定があることから、
情報収集と許可案件に関する審議が必要。

担当課係名

　環境審議会を開催し、環境に関する取組みの評
価と、取組の公表を行うほか、３年に１度発行する
環境白書のあり方の検討を行う必要がある。
　地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の計画
年次が２４年度で終了するため、次期計画策定を
行う。

　環境審議会を開催したほか、第３次地
球温暖化対策実行計画（事務事業編）の
策定作業を行った。

第2次環境基本計画の進行管理を行い、
今後の事業に反映させる。第3次地球温
暖化対策実行計画（事務事業編）を確実
に実行していくために、各課で推進員を決
め、毎月の点検を通して、職員の意識向
上を図る。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

一般財源 25

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 80
04

起債

経常的経費 その他

決　算　額 25

01 保健衛生費
財
源
内
訳

国庫支出金

07 環境対策費 道支出金

事
業
目
的
・
目
標

　環境基本条例に定める環境基本計画に則り、水環
境をメインテーマとして環境プロジェクトを推進する。

予
算
科
目

一般会計
衛生費

単独事業
経費区分

事業期間 10 24 年度

事業コード 121500-00

事業名 環境計画進行管理事業経費 細事業名 - 

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　町内各所におけるごみの不法投棄・不適正処理
対策は、大きな課題である。環境美化巡視やク
リーン作戦により監視を行い、環境の向上を図ると
ともに、ダメごみの解消に向けた啓発も図っていく。
　環境自治体会議に関する予算は機構改革により
企画環境課へ移行。

　不法投棄・不適切（ダメごみ）処理につ
いて、住民等からの通報の都度、現場対
処しており、各地区で実施されているク
リーン作戦も定着していることから、今後も
環境向上対策を継続する。

　環境美化巡視は、担当課のみの実施と
したため、全庁対応できるよう対応する。

経費区分
経常的経費 手数料 75
単独事業 一般財源 384

道支出金

起債

衛生費 決　算　額 459

01 保健衛生費
財
源
内
訳

国庫支出金

03 環境衛生費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　環境衛生事務の効率的な運営を行い、住民の環
境、公衆衛生及び食品衛生の向上を図る。
　環境美化巡視やクリーン作戦による不法投棄対策
とともに不適正処理（ダメごみ）の解消に努める。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 586
04

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 120200-00

事業名 環境衛生推進事業経費

企画環境課環境エネルギー係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 主任　大野百恵 政策分類 ２．自然環境

企画環境課環境エネルギー係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 主任　大野百恵 政策分類 ２．自然環境

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　花輪孝二 政策分類 ３．生活環境

担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

政策分類 ３．生活環境

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　平成１８年度に火葬炉設備の大規模補修を
実施、平成２１年度には屋根塗装、進入路補
修を実施しており平成２２年度には霊台車の
更新を行っている。施設は経年により老朽化
しているので、適時の点検・整備に留意する。

　施設利用の利便性を高めるため、トイレ
内に手摺を取付ると共に間仕切りのパー
テーションを取り外して対処した。

　当初より懸案であった水利用の件につい
て、地下水調査を実施する必要がある。

今後の事業方針

586

決　算　額 2,196

単独事業 一般財源 1,610

3,140

起債

04 火葬場費 道支出金

01 保健衛生費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

使用料・電話料

事
業
目
的
・
目
標

　墓地、埋葬等に関する法律に基づき、公衆衛生の
向上に資するため火葬場を運営し、町内にある身近
な火葬場として、今後とも効率的かつ清潔な管理が
望まれている。

予
算
科
目

一般会計
衛生費04

経費区分
経常的経費

事業期間 24 24 年度事業名 火葬場維持管理経費 細事業名 - 

0

事業コード 121700-00

道支出金

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

財
源
内
訳

　最近では野犬はほとんど見受けられず、迷
い犬（飼い犬）の保護が多い。放し飼いやフン
の始末に対する苦情があり、飼い主のマナー
が問題となっている。また、畜犬登録や狂犬
病予防注射が確実にされるよう啓発を図って
いく。

　畜犬に関する苦情については、定期的
に町広報・ホームページにより啓発を実施
した。
　狂犬病予防注射の巡回実施について
は、２日間で登録総数の約４割の実施実
績があり、効果が大きい。

　畜犬登録の異動（新規登録・死亡・転
出・転入等）について、届け出促進の周知
が必要。

113
経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

手数料

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

185
11304

　狂犬病予防法に基づく狂犬病の発生予防やまん延
防止、撲滅などを通じて公衆衛生の向上と公共福祉
の増進を図ること。ニセコ町畜犬取締及び野犬掃とう
条例に基づく畜犬取締及び野犬による人又は家畜へ
の危害を防止し、公共の安全を保持する。

予
算
科
目

一般会計

03 環境衛生費

01 保健衛生費

衛生費

係長　花輪孝二

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

経常的経費
単独事業

24 年度事業名 畜犬対策事業経費 細事業名 - 事業期間 24

　融雪期における破損箇所等の確認、花壇の
地域住民による維持管理、お盆前にダスト
ボックス設置、街路灯タイマー作動。１０月末
に冬囲い作業を行う。水道は５月から１０月ま
で使用可能とする。

　委託業務により適切な管理がなされて
いる。

　引続き適切な管理に努める。

事業コード 121600-00

担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

環境衛生費

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

細事業名 - 

04 衛生費

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　花輪孝二

決　算　額

300
単独事業 一般財源 199

事
業
費

（

千
円

）

道支出金

起債

01 保健衛生費
財
源
内
訳

国庫支出金

経費区分
使用料

03

当初予算額 536

経常的経費

事
業
目
的
・
目
標

年度

事業コード 120300-00

　中央墓地、小花井墓地、板谷墓地、大曲墓地、昆
布墓地、ニセコ墓地の適正な維持管理を行う。

予
算
科
目

一般会計
499

政策分類 ３．生活環境

事業名 中央墓地等維持管理経費 事業期間 24 24

政策分類 ３．生活環境

担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　花輪孝二

担当者職氏名
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３．生活環境

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

３．生活環境

３．生活環境

町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　花輪孝二 政策分類

町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　花輪孝二 政策分類

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　花輪孝二 政策分類

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　資源物の分別収集と再商品化及び生ごみ
の分別収集と堆肥化を行い、焼却処理や埋
立処理を減らす。良質な資源ごみの確保のた
め、住民の適正な分別・排出が課題である。
空き缶については売り払い方式にて処理す
る。

　資現物の収集量は増加傾向にあるが、
混合物があるなど、排出方法が守られて
いいないものも見受けられる。

　再度、分別方法の徹底について、周知
を図る必要がある。

単独事業 一般財源 16,618

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 21,280

財
源
内
訳

国庫支出金

04

起債

経費区分
経常的経費 負担金・売払収入 2,889

19,507

02 清掃費

02 塵芥処理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　容器包装リサイクル法に基づき、大きな割合を占め
る容器包装廃棄物、容器包装リサイクル法の対象と
ならない資源物の分別収集と堆肥化を行い、焼却処
理や埋立処理を減らし、環境への負荷の少ない地域
社会の実現並びに廃棄物の資源化を図ります。

予
算
科
目

一般会計
衛生費 決　算　額

細事業名 処理事業経費 事業期間 24

事業コード 120700-01

事業名 資源物処理事業経費

担当課係名

　廃乾電池及び廃蛍光管の収集・保管状況
を見ながら処理業務を行う。

　適切な処理･処分が実施できた。 　環境負荷を軽減するため引続き「含水
銀廃棄物」の処理をに取り組まなければ
ならない。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 374
04

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 419

419

02 清掃費
財
源
内
訳

国庫支出金

02 塵芥処理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　廃乾電池及び廃蛍光管の適正な処理を行い、焼
却処理や埋立処理を減らし、環境への負荷の少ない
地域社会の実現と廃棄物資源の有効利用を図りま
す。

予
算
科
目

一般会計
衛生費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 120500-00

事業名 含水銀廃棄物処理経費

担当課係名

　住民のごみ対策に対する理解を深めるた
め、また、ごみの減量化、分別の徹底を図る
ため、効果的な住民への普及啓発を検討す
る。

　廃棄物処理計画策定に取り掛かれず次
年度へ繰り越した。

　廃棄物処理計画の次年度策定へ向け
て取り組む。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 98
04

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 11

11

02 清掃費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 清掃総務費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　廃棄物処理及び清掃事務の円滑な推進を図るた
め、住民との協議、視察や職員の研修などを通じて、
ごみの減量化とリサイクルを推進し、資源循環型社会
の構築を目指す。
　また、本年度で終期を迎える一般廃棄物処理計画
書の改訂を行う。

予
算
科
目

一般会計
衛生費 決　算　額

事業名 廃棄物対策推進事業経費 細事業名 - 

事業コード 122300-00

事業期間 24
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　環境美化巡視等と連携しながら不法投棄
廃棄物対策を進め、巡視や住民の通報により
発見した場合は適切に処理する。また、悪質
な場合は警察の協力を要請する。

　廃棄された「家電」については、原型を
僅かにとどめる程度のものが多く、再商品
化に適さないため、埋立処分することによ
り手数料を要しない。

　引続き廃家電等の投棄防止に努める。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 100
04

起債

経費区分
臨時的経費 その他
単独事業 一般財源 18

18

02 清掃費
財
源
内
訳

国庫支出金

02 塵芥処理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　廃棄物の不法投棄は、その大小を問わず大きな問
題なことから、啓発指導とともに不法投棄物の確認、
収集処理を行い、環境保全と公衆衛生の向上を図る
ことを目的とする。

予
算
科
目

一般会計
衛生費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 122610-00

事業名 不法投棄廃棄物処理対策経費

　ごみの減量化と効率的な収集運搬業務の
実現。ダストボックスの破損が著しいものは修
繕及び更新を行っていく。

　収集運搬業務の効率化を目指し、請負
業者と連絡調整を密にしながら進めた。
　ダストボックスの塗装修理・補強修理を
実施すると共に、新規作成して旧式のも
のと交換設置した。

　住宅建設に伴う収集箇所の増設要望に
対応し、ﾀﾞｽﾄﾎﾞｯｸｽについては、修理及
び更新を検討する。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 71,012
04

起債

経費区分
経常的経費 手数料 16,109
単独事業 一般財源 54,018

70,127

02 清掃費
財
源
内
訳

国庫支出金

02 塵芥処理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　一般廃棄物の円滑な収集運搬とダストボックスの計
画的な設置及び修繕・更新を行い、環境美化・公衆
衛生の向上を図る。

予
算
科
目

一般会計
衛生費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 122600-00

事業名 じん芥収集事業経費

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

財
源
内
訳

　本町の可燃ごみは平成１４年１２月から倶知安町清掃セ
ンターで焼却し、不燃ごみ及び粗大ごみは平成１５年１０
月から蘭越町で破砕処理をしているが、倶知安清掃セン
ターが地域住民との協定で平成２６年度末で閉鎖となる
ため、平成２７年度からの新たな施設について羊蹄山麓７
か町村による羊蹄山麓地域廃棄物広域処理連絡協議会
において協議を進めている。

　広域処理連絡協議会における協議の結
果、新たな処理方法を「ＲＤＦ」方式とし、
施設は、倶知安町へ建設することが決定
された。

　新たな事業方式の実施に向けて、準備
を進める。

20,264

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

20,413
20,264

道支出金

04
　本町の可燃ごみは平成１４年１２月から倶知安町清
掃センターで焼却し、不燃ごみ及び粗大ごみは平成１
５年１０月から蘭越町で破砕処理をしているが、倶知
安清掃センターが地域住民との協定で平成２６年度
末で閉鎖となるため、平成２７年度からの新たな施設
について羊蹄山麓７か町村による羊蹄山麓地域廃棄
物広域処理連絡協議会において協議を進めている。

予
算
科
目

一般会計

02 塵芥処理費
02 清掃費

衛生費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 廃棄物広域処理事業経費 細事業名 処理事業経費 事業期間 24

事業コード 122310-02

政策分類 ３．生活環境

政策分類 ３．生活環境

担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　花輪孝二

３．生活環境

担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　花輪孝二

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　花輪孝二 政策分類
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政策分類 ３．生活環境

担当課係名 建設課管理係

係長　高田伸次

総合計画
の体系

事業名 羊蹄山麓環境衛生組合負担金

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　花輪孝二 政策分類 ３．生活環境

担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

来年度への課題・改善点等

河川に堆積した土砂の撤去を適時実施す
る。

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

財
源
内
訳

　 　広域事業により、適正な「し尿」処理が
行われた。

　引続き現行処理方法を継続し、安定的
な処理体制を目指す。

36,243

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

36,243
36,243

道支出金

04
　適正なし尿の処理を実施し、公衆衛生の向上に資
するため、羊蹄山麓６町村による広域事業で、し尿処
理体制の充実により適正な処理が行われ、住民生活
の安定が図られている。

予
算
科
目

一般会計
衛生費

経費区分
経常的経費
単独事業

03 し尿処理費
02 清掃費

24事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業コード 123100-00

政策分類 ３．生活環境

年度

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　適正かつ合理的な施設の維持管理に努め
る。機械整備については、耐用年数により、適
時の整備が重要となってきている。

　受託業者による場内管理並びに浸出水
管理が適正に行われた。

　引続き施設の適正管理と埋立期間延
長の方策を検討する。

細事業名 - 

今後の事業方針

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
一般財源

事業コード 122900-00

事業名 廃棄物最終処分場維持管理経費

02 塵芥処理費

経費区分

8,391

起債
道支出金

経常的経費
単独事業 7,552

1,622

起債

今後の事業方針 Ｆ

有島木道の修繕と堆積した土砂の撤去を
行い、崩れていた河川護岸改修工事を
行った。

引き続き有島木道の修繕、河川土砂の
撤去を行う。

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

使用料

財
源
内
訳
一般財源 1,259

325

決　算　額 1,584

国庫支出金

道支出金

経費区分
経常的経費

03 河川費
01 河川維持費

単独事業

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

普通河川の維持管理を行い地域住民の安全確保や
財産確保のため、日常的に河川の維持管理を行い、
快適な地域生活環境及び安全の確保を図ります。

予
算
科
目

一般会計
土木費08

事
業
目
的
・
目
標

　一般廃棄物最終処分場の適正な管理を行い、住
民の公衆衛生と環境保全を図る。 予

算
科
目

一般会計
04 衛生費
02 清掃費

細事業名 - 

決　算　額 7,552

事業期間 24 24 年度

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

事業コード 134300-00

事業名 河川維持管理経費 細事業名 - 事業期間 24

担当課係名 町民生活課生活環境係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　花輪孝二
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事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　予算執行に配慮し、適正な執行を行う。
　今年度より（社）日本水道協会に入会するた
め、同会のネットワークを活用し、水道行政の
改善に向けた知見を深める。

　日本水道協会への入会により、以下の
ようなメリットを享受できた。
・水道事業者、民間事業者とのネットワー
ク構築
・会員間の災害時相互応援協定の締結
・職員の知見向上

　今後も職員の研修機会を充実し、山積
する課題に対応できるよう職員のレベル
アップを図る。
　また、25年度より日本水道協会の水道
賠償保険に加入し、水道施設の不慮の
事故による賠償制度も充実する予定。

今後の事業方針 Ａ

担当課係名 １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 4,315

01 一般管理費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 4,463
01

起債

01 総務管理費
財
源
内
訳

国庫支出金

年度

事
業
目
的
・
目
標

　簡易水道事業の管理運営上必要な事務経費等。

予
算
科
目

簡易水道事業特別会計

総務費 決　算　額 4,315

- 事業期間 24 24

400200-00

事業名 総務一般事務経費 細事業名

　予算執行に配慮し、適正な執行を行う。
　ただし、今年度は業務量が多い反面、精神面に
不調を訴える職員がいるため、各職員の負担が増
大傾向にある。

　3名の職員のうち、1名はメンタルヘルスの不
調を訴え、半年程度休暇・欠勤状態にあっ
た。
　事業運営は残り2名にて遺漏無く完了するこ
とができたが、業務量の負担は大きい。また、
欠勤職員を抱えることでの精神面の負担も小
さくない。

　公営企業の運営は、持続可能な事業運営
を目指すために解決すべき課題が山積してい
る。また、それらの課題いずれもが早急な取り
組みを要する。
　そのため、まずはこれらの課題に取り組むこと
ができる組織体制の強化が急務である。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 22,381
01

起債

経費区分
単独事業 一般財源 21,509

01 総務管理費
財
源
内
訳

国庫支出金

経常的経費 その他

01 一般管理費 道支出金

年度

事
業
目
的
・
目
標

　簡易水道事業の管理運営上必要な職員の人件費
等。

予
算
科
目

簡易水道事業特別会計

総務費 決　算　額 21,509

- 事業期間 24 24

担当者職氏名 ３．生活環境

戦略ビジョン

政策分類

総合計画
の体系

上下水道課維持係

係長　　鈴木　　健

戦略ビジョン

政策分類

事業コード

Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　今年度は13基の補助を予定している。国庫
補助事業についてはH24年度分の予算が執
行できない場合は、繰越等を行い執行に注
意して事務を進める必要がある。

　Ｈ24年度の補助基数は実績で当初予
定より2基多い15基となった。社会資本整
備交付金についても、2基分の増額申請
し町の要望どおり配当された。

5,417

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

6,982
7,453

2,036

道支出金

04
　公共下水道及び農業集落排水処理施設の処理区
域を除く全域を対象に、家庭からのトイレ排出と生活
排水を一緒に処理する「浄化槽」の設置を推進して、
農業用水や公共水域への水質汚濁を防止し、ニセコ
町の自然豊かな生活環境の保全と公衆衛生の向上
を図ることを目的とする。浄化槽本体設置に対する補
助、維持管理経費に係る補助。

予
算
科
目

一般会計
衛生費

経費区分
投資的経費
補助事業

03 環境衛生費

01 保健衛生費

24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

その他

28 年度事業名 合併処理浄化槽整備事業 細事業名 - 事業期間

事業コード 121400-00

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

今後の事業方針

係長　石山康行

戦略ビジョン

政策分類

担当課係名

担当者職氏名

担当課係名

担当者職氏名

総合計画
の体系

事業コード 400100-00

事業名 総務管理経費 細事業名

事業実施時の問題点・検討課題

総合計画
の体系

上下水道課管理係 １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

３．生活環境

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

３．生活環境

上下水道課維持係

係長　　鈴木　　健
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Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

３．生活環境

担当者職氏名

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

３．生活環境

総合計画
の体系

上下水道課維持係

係長　　鈴木　　健

戦略ビジョン

政策分類

担当課係名

　更新においては、特に以下の点に留意する。
　・法定期限後の更新とならないような施工スケ
ジュールの構築
　・長年使用されていない施設等は無駄に交換せ
ず、施設が再利用する時点で効果的に更新する
（それまでは給水自体も閉栓する）

　更新対象を精査し、長期未利用施設などの
不要な箇所のメーター更新を極力抑えた。
　また、更新箇所のメーター位置を全て図面
化し、漏水時などの迅速な対応に備えた。

　今後も更新箇所の精査に努める。
　また、メーター位置の図面化も継続して実施
予定。
　このほか、メーター交換時は施設内漏水の
有無の確認を徹底して行うよう受託事業者に
指導する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 6,858
02

起債

経費区分
その他

単独事業 一般財源 6,016

国庫支出金

01 維持管理費 道支出金

事
業
目
的
・
目
標

　計量法に基づき、住宅等に設置している量水器を８
年経過により計画的に更新する。

予
算
科
目

簡易水道事業特別会計

管理費

01 維持管理費

投資的経費

事業コード 400500-01

事業名 施設維持管理事業 細事業名 量水器取替事業 事業期間

25,586

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

24 24 年度

決　算　額 6,016

財
源
内
訳

　水道施設調査については、漏水調査も合わせて
実施し、こまめな施設メンテナンスに役立てる。ま
た、既存データと現況の差異についても細かく
チェックする。
　水道水源用地の公有地化については、企画環
境課と連携を密にして事務にあたる。

　水道管路及び全施設の現地調査を完了し、
図面と台帳の整理を行うことができた。これら
の調査結果は、広報誌や町民講座にて町民と
情報共有を行った。また、アセットマネジメント
などの水道経営改革に大いに活用する予定。

　25年度より水道施設の維持管理を一部民
間委託する。今後は水道事業を寄り幅広い人
材で支えるための官民連携を進めていく予定。
また、水道施設の調査結果を元に、水道施設
台帳システムを構築し、より効率的な施設情
報の活用を目指す。

25,586

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

29,215

道支出金
財
源
内
訳

国庫支出金

一般財源

02
　水道施設の適正かつ効率的な維持管理を実施す
るための管理体制に努める。
　なお、今年度より水道施設台帳整備のため、全ての
水道施設の調査・測量業務を実施する。

予
算
科
目

簡易水道事業特別会計

01 維持管理費

01 維持管理費

経費区分

24 年度事業名 施設維持管理経費 細事業名 - 事業期間

事業コード 400400-00

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　予算執行に配慮し、適正な執行を行う。
　税務課と合同でH25年度からのコンビニ収
納に向けた導入準備を進めるので、取り組み
時機を逸しないとともに、費用面でも効率的な
導入に留意する。

コンビニ収納の導入作業は滞りなく完了。
平成25年度当初からコンビニ収納を開始
予定。

　支払機会を充実したため、今後はより一
層の徴収強化に努める。

経費区分
経常的経費 収納事務負担金 942
単独事業 一般財源 2,605

財
源
内
訳

国庫支出金

01

道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,974

起債

決　算　額 3,547
事
業
目
的
・
目
標

　水道料金を徴収する上で必要な事務経費及び量
水器検針業務。

予
算
科
目

簡易水道事業特別会計

総務費

01 総務管理費

01

事業コード 400300-00

事業名 料金収納事務経費 細事業名 事業期間 24- 24 年度

一般管理費

24

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額
決　算　額

起債

その他経常的経費
単独事業

管理費

担当課係名 １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します総合計画
の体系

上下水道課維持係

係長　　鈴木　　健

戦略ビジョン

政策分類担当者職氏名 ３．生活環境

総合計画
の体系

上下水道課維持係

係長　　鈴木　　健

戦略ビジョン

政策分類

担当課係名

担当者職氏名
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Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業期間 24

総合計画
の体系

事業コード 400500-02

事業名 施設維持管理事業 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　水道水の安定供給を確保するため、効果的な維持
補修工事を実施する。
　特に今年度は、災害に強い水道施設とするための
改修工事等を実施する。

予
算
科
目

簡易水道事業特別会計

細事業名 施設維持補修事業

8,245

01 維持管理費
財
源
内
訳

管理費 決　算　額

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 5,528

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
　町債償還元金について財政係と連絡調整
を行い、支出が怠らないよう注意する。

　償還について計画どおり実施。

01 維持管理費 道支出金

02

国庫支出金

04

経費区分
その他

単独事業 一般財源 64,880

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 64,880

起債

経常的経費

64,880

01 公債費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 元金 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　水道事業の経営安定化のため。水道事業の建設に
係る借金及び繰上償還借換債に係る元金支払。

予
算
科
目

簡易水道事業特別会計

公債費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 401000-00

事業名 町債償還元金費

　補助による事業のため、測量設計委託から工事
施工までを単年度で実施しなければならなく、委
託・工事等の早期発注し給水開始時期を早めれ
るように努める。

　補助事業において補助内示後、早急に委託
業務を発注できたことにより、工事発注も予定
通り発注でき冬期工事にならずに終了した。
　起債については、当初予定よりも起債額を多
く出来たため、一般財源からの支出を少なくで
きた。

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

一般財源 3,201

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 59,020

03

起債

投資的経費 その他

40,800

決　算　額 59,052

01 建設改良費
財
源
内
訳

国庫支出金 15,051

01 建設改良費 道支出金

事
業
目
的
・
目
標

　本事業は、ニセコ町全域にわたって清浄で豊富な
水を安定供給することを基本に、現在未普及地域で
あり住民からの陳情もある有島地区・元町地区・モイ
ワ地区に水道水を供給することを目的とするものであ
ります。これにより、給水区域が拡大され、水道普及
率の向上により、今後の飲料水の衛生確保が図られ
るものであります。

予
算
科
目

簡易水道事業特別会計

建設改良費

補助事業
経費区分

事業期間 24 24 年度事業名 施設拡張事業 細事業名 水道施設拡張事業

事業コード 400700-06

担当者職氏名

担当課係名 総合計画
の体系

上下水道課管理係

係長　石山康行

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

３．生活環境

戦略ビジョン

政策分類

担当課係名

担当者職氏名

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

３．生活環境

総合計画
の体系

上下水道課管理係

係長　石山康行

戦略ビジョン

政策分類

起債

経費区分
投資的経費 その他 2,888
単独事業 一般財源 5,357

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　水道施設全体で老朽化が進んでおり、細か
な補修工事は今後増大傾向になると考えら
れる。
　そのため、今年度実施する施設調査の結果
などを活用し、今後は計画的克効率的な施
設改修・更新の手法を導入したい。

　秋に落雷による市街地区配水地の機器
類が故障したため、約3,000千円の歳出
増額を要した（財源は災害共済金を
100%充当）。
　このほか、維持管理工事は当初の目的
どおり施工することができた。

　単独経費による投資的事業は、優先順
位を付け効率的に施工するよう心がけて
いるが、今後施設の老朽化が一層進むた
め、もっと計画的かつ効率的な事業実施
を行う必要がある。そのためにもアセットマ
ネジメント手法等の活用が必要。

担当課係名

担当者職氏名

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

３．生活環境

上下水道課維持係

係長　　鈴木　　健

戦略ビジョン

政策分類
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款
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目

Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

予算通りの支出となった。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

単独事業 一般財源 1,623

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

　下水道事業の管理運営上必要な経費（旅費・需用
費･役務費･使用料･負担金･公課費）。

予
算
科
目

公共下水道事業特別会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,678

起債

その他
経費区分

経常的経費

01 一般管理費 道支出金

01 総務管理費
財
源
内
訳

国庫支出金

年度

総務費01 決　算　額 1,623

- 事業期間 24 24

係長　石山康行

事業コード 500200-00

事業名 総務一般事務経費 細事業名

　旅費や消耗品等については必要最小限で
執行する。

Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　人件費の支出については、総務係と密にし
て執行する。

　共済費は率が下がったことにより当初予
算より支出が減った。その他については予
算通り支出となった。

18,427

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

18,800
18,427

道支出金

01
　下水道事業の管理運営上必要な職員の人件費。

予
算
科
目

公共下水道事業特別会計

01 一般管理費

01 総務管理費

総務費

経費区分
経常的経費

24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度細事業名 - 事業期間

事業コード 500100-00

事業名 総務管理経費

今後の事業方針

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

19,981

単独事業

担当者職氏名

担当課係名 上下水道課管理係 総合計画
の体系

３．生活環境

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

　町債償還利子について財政係と連絡調整
を行い、支出が怠らないよう注意する。

　償還について計画どおり実施。

19,962

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

起債

19,962

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

公債費 決　算　額

単独事業
経常的経費

財
源
内
訳

道支出金

国庫支出金

その他

02 利子
01 公債費
04

事業名 町債償還利子費 細事業名 - 

　水道事業の経営安定化のため。水道事業の建設に
係る借金及び繰上償還借換債に係る利子支払。

予
算
科
目

簡易水道事業特別会計

経費区分

事業コード 401100-00

事業期間 24 24 年度

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

３．生活環境

総合計画
の体系

上下水道課管理係

係長　石山康行

戦略ビジョン

政策分類

担当課係名

担当者職氏名

政策分類 ３．生活環境

担当課係名 上下水道課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　石山康行 政策分類
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　町債償還元金について財政係と連絡調整
を行い、支出が怠らないよう注意する。

　償還について計画どおり実施。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 93,438
04

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 93,438

93,438

01 公債費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 元金 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　下水道事業の経営安定化のため。下水道事業の
建設に係る借金の元金支払。

予
算
科
目

公共下水道事業特別会計

公債費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 500800-00

事業名 町債償還元金費

　下水道事業は全体計画認可に基づいて進
められているが、人口の増減・住宅建設状況
に併せて下水道の使用できる区域や計画汚
水量の見直し、下水道事業の整備計画を見
直さなければならない。

　公共下水道汚水桝設置工事（２箇所）
については、当初予算計上していないた
め補正により工事を実施した。

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,191
03

起債

経費区分
投資的経費 その他
補助事業 一般財源 1,705

1,705

01 建設改良費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 建設改良費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　下水道整備促進により、町民のかけがえのない共
通の財産である自然環境を守り、次代に継承し、町
民生活に潤いと安らぎを与え、本町の衛生環境の向
上を目指す。

予
算
科
目

公共下水道事業特別会計

建設改良費 決　算　額

細事業名 公共下水道整備事業 事業期間 24

事業コード 500700-01

事業名 公共下水道整備事業

　下水道管渠及び処理場の維持管理におい
ては、常にコストに対する意識を持ち、経費削
減に努める。処理場機械電気設備は供用開
始から12年が経過することから、更新を行な
う為の長寿命化計画策定の準備に入る。

　10月発生の落雷により、下水道管理セ
ンターホッパー室シャッターが壊れ修繕
費の増額補正をしたが、下水道管理セン
ター機械設備分解整備業務で落札残が
大幅にあり、維持管理費を少なく出来た。

　今後も維持管理上突発的な故障など発
生することが考えられる。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 34,052
02

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 33,304

33,304

01 維持管理費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 維持管理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　下水道施設（管渠・処理場）の長寿命化と公衆衛
生・自然環境の保全と向上のため、適正かつ効率的
な施設管理を行なう。

予
算
科
目

公共下水道事業特別会計

管理費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 500500-00

事業名 施設維持管理経費

政策分類 ３．生活環境

担当課係名 上下水道課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　石山康行

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　石山康行 政策分類 ３．生活環境

担当課係名 上下水道課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当課係名 上下水道課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　石山康行 政策分類 ３．生活環境
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　本年度新たに汚水管渠清掃業務の委託を
行う。事業主体の蘭越町と連携を図りながら、
施設の管理運営を行う。

　蘭越町への負担金については、汚水流
入量による按分率がニセコ町分が減った
ことに伴い負担金が減った。

　負担金については、汚水流入量による
按分率によるため今後も変動がある。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,252
02

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 980

980

01 維持管理費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 維持管理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　ニセコ町が管理する下水道施設及び蘭越町と共有
する施設の適正な維持管理を行う。

予
算
科
目

農業集落排水事業特別会計

管理費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 900210-00

事業名 施設維持管理経費

　本事業主体の蘭越町と連携を図りながら、
円滑な事業運営を目指す。

　事務経費の支出を適正に行った。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 39
01

起債

経費区分

国庫支出金

経常的経費
単独事業 一般財源 36

その他

決　算　額 36

01 一般管理費 道支出金

01 総務管理費
財
源
内
訳

事
業
目
的
・
目
標

　農業用用水の水質保全、農業用排水路施設の機
能維持及び農村の生活環境の改善を図り、公共用
水域の水質保全を行うために必要な事務経費。

予
算
科
目

農業集落排水事業特別会計

総務費

事業期間 24 24 年度事業名 総務一般事務経費 細事業名 - 

　町債償還利子について財政係と連絡調整
を行い、支出が怠らないよう注意する。

　町債償還利子については、予算時想定
利率より貸付利率が下がったことにより減
額となった。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 22,841
04

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 22,359

22,359

01 公債費
財
源
内
訳

国庫支出金

02 利子 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　下水道事業の経営安定化のため。下水道事業の
建設に係る借金の利子支払。

予
算
科
目

公共下水道事業特別会計

公債費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 500900-00

事業名 町債償還利子費

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　石山康行 政策分類 ３．生活環境

担当課係名 上下水道課管理係 総合計画
の体系

政策分類 ３．生活環境

３．生活環境

担当課係名 上下水道課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　石山康行

事業コード 900100-00

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　石山康行

担当課係名 上下水道課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

政策分類
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事業実績・成果・評価

経費区分
経常的経費 その他

事業実施時の問題点・検討課題

7,552

道支出金

担当課係名

来年度への課題・改善点等

　町債償還元金について財政係と連絡調整
を行い、支出が怠らないよう注意する。

　償還について計画どおり実施。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

01 元金
起債

01 公債費
財
源
内
訳

国庫支出金

単独事業 一般財源

03 公債費 決　算　額
事
業
費

（

千
円

）

7,552

24 24 年度

当初予算額 7,552事
業
目
的
・
目
標

　農業集落排水事業の経営安定化のため。農業集
落排水事業の建設に係る借金の元金支払。

予
算
科
目

農業集落排水事業特別会計

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業コード 900300-00

事業名 町債償還元金費 細事業名 - 事業期間

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　林業への寄与、有害鳥獣対策を適宜推進する。 　民有林での施業の際の道補助金に関し又、
町単独での補助金について事務を進め林業
振興に寄与した。
　有害鳥獣対策については、現状ほぼ無策に
等しい状況である。

　林業への寄与については今後も継続する方
向で事務を進める。
　有害鳥獣対策については、はっきりとした被
害額や被害量などが被害者から上がってこな
い状況である。担当職員が被害者個々を訪問
調査するには人員が不足している状況。

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 1,923

起債

01 林業振興費 道支出金 1,906

02 林業費
財
源
内
訳

国庫支出金

06 農林水産業費 決　算　額 3,829

24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　森林は木材などの林産物の供給をはじめ水資源の
かん養や災害防止などの多面的機能を通じ、地域の
生活に重要な役割を果たしており、保全・保持に係る
林業振興事業を推進する。
　農業被害や人的被害を防止するため、鳥獣害対策
を推進する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 8,046

事業コード 130100-00

事業名 林業振興事業 細事業名 - 事業期間

担当課係名

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　町債償還利子について財政係と連絡調整
を行い、支出が怠らないよう注意する。

　償還について計画どおり実施。

971

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

1,007
971

道支出金

03
　農業集落排水事業の経営安定化のため。農業集
落排水事業の建設に係る借金の利子支払。

予
算
科
目

農業集落排水事業特別会計

02 利子
01 公債費

公債費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 町債償還利子費 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 900400-00

上下水道課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　石山康行 政策分類 ３．生活環境

上下水道課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン １．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　石山康行 政策分類 ３．生活環境

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　佐藤　篤 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課畜産林務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　町有林の経営林としての管理は、全く持って十分
な状況とは言いがたい現状であることをしっかりと認
識し、将来に向けた財産形成を進めるため事業を
進める。

　町有林の除伐を15.24ha実施した。また、作
業道の整備も3.6ｋｍほど実施した。

　除伐による間伐作業が可能あと１、２年程
で、搬出による間伐をしなければならなくなる。
搬出材の見積もりや販売を伴う間伐はニセコ
町担当者で実施した者はいない。さらに、町有
財産の管理は本来の担当部署とは異なるた
め、本来の担当が財産管理を行うことが望まし
い。

経費区分
投資的経費 その他
補助事業 一般財源 636

02 町有林造成費 道支出金 859
財
源
内
訳

国庫支出金

起債

3,578
06 農林水産業費 決　算　額 1,495

事業コード 130410-00

事業名 町有林管理経費 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　町有林管理は財産形成の観点からの必要性はもと
より、将来的な環境保全等のために適切な管理が必
要となる。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

02 林業費

細事業名 - 事業期間 24

１．ニセコの自然環境と景観を守り、生活環境を向上します

担当者職氏名 係長　佐藤　篤 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課畜産林務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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【戦略ビジョン】

【政策分類】

平成24年度　事業の実績

３．生活環境

４．生活基盤自然環境

　　総合計画の体系

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します
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２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　高田　伸次 政策分類 ３．生活環境

担当課係名 建設課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　高田伸次 政策分類 ３．生活環境

担当課係名 建設課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 132600-00

事業名 土木施設管理事務経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

道路橋梁及び河川等に関係する土木施設の管理及
び契約等に関する事務を執行し、土木行政の円滑な
推進を図る。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,640
08 土木費 決　算　額 1,124
01 土木管理費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 土木総務費 道支出金 192

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 932

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

各事業とも迅速な事務処理を心がける。 樋門・樋管操作管理　管理人６人、１０基
　定期点検：年間５回実施
道路等占用許可件数　５５件

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

担当課係名 建設課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　高田伸次

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

住民の交通の用に供する施設として道路・橋梁及び
重輌車庫の維持管理作業に係る事務を執行するとと
もに公用車の管理や土木積算システムの管理経費
を執行する。
道路橋梁管理上の基礎的事項を総括して把握する
ための道路橋梁台帳の整備や共有財産である道路
橋梁環境の管理に努める。

予
算
科
目

一般会計

政策分類 ３．生活環境

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 132900-00

事業名 道路橋梁管理事務経費

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,374
決　算　額 1,356

財
源
内
訳

国庫支出金
08

起債
道支出金

土木費
02 道路橋梁費
01 道路橋梁総務費

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 1,356

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

適正な管理に心がける 施設の適正な管理を行った。 来年度道路台帳の更新を行う。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業コード 133100-00

24 年度事業名 道路維持管理事業 細事業名 - 事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債
経常的経費
単独事業

08
町道の路肩及び法面の草刈、側溝等の清掃整備、
砂利道路及び舗装道路の維持補修、区画線・ガード
ロープ維持補修など地域住民の交通安全確保や車
両等の安全走行確保及び道路機能維持確保回復の
ため、日常的に維持管理を行い、快適な地域生活環
境及び交通安全の確保、車両等の円滑な通行の確
保に寄与する。

予
算
科
目

一般会計

02 道路維持費
02 道路橋梁費

土木費

経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

23,367
18,148

道支出金

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

財
源
内
訳

町道等の適正な維持管理、工事等の早期発
注及び適時実施に努める。

適正な町道維持管理を委託により行った。
舗装補修1,310㎡、砂利道整正4,530ｍ、区
画線補修（破線1１,420ｍ、実線5,585ｍ）実
施。重量車庫裏の擁壁改修工事、ガードロー
プ修繕工事、サイレン坂擁壁修繕工事を行っ
た。

ガードロープが経年劣化により痛んできて
いるため、計画的に更新を行っていく。

18,148
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３．生活環境

担当課係名 建設課土木係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　鶴間　薫 政策分類 ３．生活環境

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

道支出金

　突発的な小規模工事を実施すること
で、道路施設等の適正な管理に努めるこ
とが出来た。

経費区分
投資的経費 その他
単独事業 一般財源 3,862

土木費 決　算　額 3,862

起債

02 道路橋梁費
財
源
内
訳

国庫支出金

04 道路新設改良費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　土木事業全般において、突発的で緊急を要する小
規模程度の工事施工が必要とされた場合に早期に
発注施工ができ、迅速なる対処が図られる。また、町
道に道路排水や遮断工などの一部補修等を行い、
施設の長寿命化を図る。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 4,331
08

細事業名 道路施設等整備事業 事業期間 24

事業コード 134000-01

事業名 町道整備事業

　突発的な工事については迅速な対応が出
来るよう事業を進める。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業コード 133400-00

24 年度事業名 除雪対策経費 細事業名 - 事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債
経常的経費
単独事業

08
冬期間の除雪による交通障害を防ぎ安定した生活環
境を確保するため、町道等の除雪事業を行う。
冬期間における道路交通を確保し、生活環境の改善
や物流効率の向上、消防救急時における連絡路の
確保を図る。

予
算
科
目

一般会計

03 除雪対策費
02 道路橋梁費

土木費

経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

104,660
127,722
9,400

道支出金

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

財
源
内
訳

適切な除雪体制がとれるよう受託者との連絡
体制及び打ち合わせを徹底する。工事等の
適切な発注及び適時実施に努める。

町道等除雪126,982ｍ
町道排雪10,510ｍ
公共施設除雪7,021㎡

118,322

担当課係名

事業コード 133500-00

事業名 生活道路除雪対策事業 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

町除雪対象外の私道等の除雪経費の一部を補助
し、除雪経費の軽減とあわせ生活道路を確保し、町
民の生活環境の改善を図る。

予
算
科
目

一般会計
土木費

単独事業
経費区分

決　算　額 2,697
02 道路橋梁費

財
源
内
訳

国庫支出金
03 除雪対策費 道支出金

臨時的経費 その他
一般財源 2,697

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,622
08

起債

新たに要望があった場合は、住民の居住状
況など適正に調査し実施する。

町内１４組合、個人１名の補助を実施

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

担当課係名

建設課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　高田伸次 政策分類 ３．生活環境

建設課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　高田伸次 政策分類
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担当者職氏名 係長　鶴間　薫 政策分類 ３．生活環境

建設課土木係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

３．生活環境

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　鶴間　薫 政策分類 ３．生活環境

担当課係名 建設課土木係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

担当課係名

9,400

財
源
内
訳

現地説明会では、ﾛｸﾞﾜｰﾙﾄﾞとの交差点から国
道5号までの区間について歩道の必要性を疑
問視する意見もあった。このことを踏まえ、地
域住民の意見等を参考に、国や北海道など
の関係機関と事業区間・費用・事業期間につ
いて協議を進めながら事業をすすめていく。

歩道整備舗装工事、実施測量設計用地
確定業務及び用地買収を行った。
工事延長＝180m
用地買収面積＝1,667㎡

引き続き事業をすすめる。

80

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

37,229
27,051
17,571

道支出金

08

　本路線は、道道岩内洞爺線と国道5号を短絡する一級幹線町道である。
　年間をとおして、一般物資や農産物の運搬などの大型車両の特に多い路
線であり、近年は町外からの移住者も住み始めている。しかしながら本路線は
歩道がなく、沿線住民の安全な歩行などに支障をきたしている状況にある。
本事業により歩道を整備することで、歩行者及び車両等の通行の安全が確
保されるとともに、本町の産業活性化に寄与することができる。
　実施測量調査延長＝350ｍ、用地確定測量調査延長＝350ｍ、歩道設置
工事＝350ｍ、改良舗装工事＝350ｍ、用地買収＝1,900㎡

予
算
科
目

一般会計

04 道路新設改良費

02 道路橋梁費
土木費

経費区分
投資的経費
補助事業

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

27 年度事業名 歩道整備事業 細事業名 町道羊蹄近藤連絡線歩道整備事業 事業期間 23

国庫支出金

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業コード 134010-06

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　本事業は自然公園法第三種国定公園地域
であることから、事業内容の変更は国定公園
法計画の計画変更認可申請を要する。

歩道整備、LED街路灯整備及び用地買
収を行った。
用地買収面積＝590㎡
工事延長＝400m

経費区分
投資的経費 その他
単独事業 一般財源 164

道支出金
起債 21,300

土木費 決　算　額 43,269
02 道路橋梁費

財
源
内
訳

国庫支出金 21,805
04 道路新設改良費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　本路線は、ニセコアンヌプリ地区と道道岩内洞爺線
を結ぶ町でも重要な観光施設道路である。しかし、本
路線には歩道がなく、観光客や沿線住民の安全な歩
行などに支障をきたしている状況にある。本事業によ
り歩道が確保されるとともに、ニセコの観光産業の発
展に寄与されることにつながる。
　工事延長＝400ｍ　歩道幅員＝2.5ｍ

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 40,366
08

細事業名 町道ニセコ登山道路歩道整備事業 事業期間 24

事業コード 134010-05

事業名 歩道整備事業

事業コード 134000-20

事業名 町道整備事業

決　算　額

細事業名 町道照覚寺前通改良舗装事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　本路線は、国道5号から照覚寺前を通り別太地区へ連絡する町
道である。途中、中央墓地前を通過する区間の曲線が鋭角であり、
また道路幅も狭く、農作業機械や重車両が往来するなど、安全な
通行に支障をきたしていることから、本事業の実施により、通行の安
全を確保する。
　用地確定測量調査延長＝230ｍ
　改良舗装工事=230ｍ
　用地買収予定面積＝2,000㎡

予
算
科
目

一般会計
土木費

経費区分
投資的経費 その他

08

起債 23,800

23,829
02 道路橋梁費
04 道路新設改良費 道支出金

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

単独事業 一般財源 29

来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 24,470

財
源
内
訳

国庫支出金

担当課係名 建設課　土木係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　鶴間　薫 政策分類

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

　用地購入は、近隣の公共事業による用地
取得価格や売買実例を参考に取得を行う。

改良工事、用地買収を行った。
用地買収面積＝1,028㎡
工事延長＝230m
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政策分類 ３．生活環境

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　高田伸次

担当課係名 建設課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

引き続き適正な維持管理を行う。 平成24年度の着陸回数６０回（内訳：写
真撮影3回、視察調査38回、遊覧１2回、
救急3回、救難１8回、給油２回、その他４
回）
定期検査で指摘された柵の修繕を行っ
た。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

08

経費区分

担当課係名

工事の適切な発注及び適時実施に努める。 大雨による道路の破損について、予定と
おり施工を行ったが、年度中にも道路法
面等の破損があったため、増額補正を行
い対応を行った。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　随時対応　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 5,612
11

起債

経費区分
投資的経費 その他
単独事業 一般財源 12,072

12,072
02 公共土木施設災害復旧費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 土木施設災害復旧費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

昨年の大雨で破損した道路施設の修繕工事を行う。

予
算
科
目

一般会計
災害復旧費 決　算　額

事業コード 146500-00

事業名 公共土木施設単独災害復旧事業

来年度は、東京航空局の定期検査であ
る。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,997

起債

1,929

201
一般財源 1,728

08 空港費
財
源
内
訳

国庫支出金
01 ヘリポート管理費 道支出金

ヘリポート使用料

24 年度

決　算　額
事
業
目
的
・
目
標

本町及び周辺地域と道内の主要都市、最寄の空港
間の輸送、薬剤や肥料などの空中散布、緊急医療
患者や非難救助等の緊急輸送システムの一環として
機能維持を図る。
また、施設の長寿命化を図るため管理棟や進入防止
柵等の適正な維持管理を実施する。

予
算
科
目

一般会計
土木費

経常的経費
単独事業

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 136600-00

事業名 ヘリポート維持管理経費

担当者職氏名 係長　鶴間　薫 政策分類 ３．生活環境

３．生活環境

建設課土木係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

政策分類

細事業名 - 事業期間 24

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

担当課係名 建設課管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　高田伸次

経費区分

環境に応じた適切な維持管理を実施する。
遊具設置工事は、広場周囲や子供たちの安
全に十分配慮し、早期完成を目指す。

ゲートボール場の造成工事と遊具・公園
施設の更新・修繕工事を行った。

公園遊具点検の結果に基づき計画的に
遊具の更新を行っていく。

単独事業 一般財源 13,198

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 21,149
08

経常的経費 清掃協力金 105
起債 3,400

決　算　額 21,703
04 公園費

財
源
内
訳

国庫支出金 5,000
01 公園費 道支出金

一般会計
土木費

事業期間 24 24 年度

事業コード 134500-00

事業名 公園施設維持管理経費 細事業名 - 

事
業
目
的
・
目
標

既設の公園の適正管理を行い遊具等の安全性を確
保するとともに、ゆとりと潤いのある生活環境の創出や
美しい景観づくりと防災機能の向上を図る。

予
算
科
目
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　住宅の経年劣化により、修繕料が増加傾向
にある。今後もしっかりとした修繕を計画的に
行う必要がある。

　定期的な点検を実施し、計画的な修繕
を行った。

　近年、町営住宅の老朽化に伴う修繕が
増えており、長寿命化を図る箇所、緊急
を要するもの等十分検討した上で、適正
に行う必要がある。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 11,684
08

起債

経費区分
経常的経費 住宅使用料等 11,694
単独事業 一般財源 0

11,694
07 住宅費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 住宅管理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　町営住宅入居者が快適で安全に生活できるよう、
点検、修繕を行う。

予
算
科
目

一般会計
土木費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 135000-00

事業名 公営住宅維持管理経費

担当課係名

　事務の効率化を図り、経費の節減を図る必
要がある。

　適切な事務執行が出来た。 　今後も事務の効率化を図り、適正な事
務執行に務める。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 405
08

起債

経費区分
経常的経費 住宅証明手数料 10
単独事業 一般財源

342
07 住宅費

財
源
内
訳

国庫支出金 332
01 住宅管理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　入居決定者への適切かつ迅速な入居手続き、家
賃算定及び家賃徴収、滞納者対応などを行うための
必要な事務経費、住宅管理システムの維持保守経
費を計上する。

予
算
科
目

一般会計
土木費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 134900-00

事業名 住宅管理事務経費

担当課係名

　毎回、入居申込者が多いことからも適正な
選考が求められており、入所申込者の実態の
把握に努め、公平性を重視するとともにミス
マッチ解消や滞納が無いかなど十分な協議
が必要である。また、個人情報の取り扱いに
は、十分配慮が必要である。

会議開催　３回
選考戸数
　公営住宅　　　　　　　　　７戸
　特公賃住宅（世帯用）　 ０戸
　特公賃住宅（単身用）　 ２戸
選考については、適正に実施できた。

　近年、住宅の応募倍率が高まっている
ことから、より適正・公平な選考を実施す
ると共に、ミスマッチ世帯の解消を考慮し
た選考が重要である。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 154
08

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源

34
07 住宅費

財
源
内
訳

国庫支出金 34
01 住宅管理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　公営住宅の入居者を決定するに当り、申込者の困
窮状況を基に、公正・適正な選考を行うため、公営住
宅入居者選考委員会を設置しており、その運営に必
要な経費を計上している。

予
算
科
目

一般会計
土木費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 134800-00

事業名 公営住宅入居者選考委員会等運営経費

政策分類 ３．生活環境

建設課住宅管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　大久保修一

係長　大久保修一 政策分類 ３．生活環境

建設課住宅管理係 総合計画
の体系担当者職氏名

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　大久保修一 政策分類

担当課係名 建設課住宅管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

３．生活環境
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デマンドバス導入後、状況を見てバス路線廃
止を検討する。経費の節減を要請する。

道の補助要綱の改正により補助対象路
線から外れることを契機として、路線廃止
を試みたが、廃止には至らなかった。

ニセコ蘭越間の輸送のための貴重な地域
公共交通機関であり、現段階では継続し
ている方針ではあるが、今後の乗車状況
等の情勢を見据えながら、路線維持の判
断を行う必要がある。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,771
02

起債

経費区分
臨時的経費 その他
単独事業 一般財源 2,482

2,482
01 総務管理費

財
源
内
訳

国庫支出金
06 企画費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　地域住民の交通手段と利便性の確保のため、民間
バス事業者に対し、運行赤字額の一部を助成する。
（ニセコバス福井線の補助）
※交付税措置80％

予
算
科
目

一般会計
総務費 決　算　額

細事業名 バス路線維持費補助（ニセコバス） 事業期間 24

事業コード 106100-01

事業名 バス路線維持費補助事業

担当課係名

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

財
源
内
訳

　計画どおり執行できた。 　今後も計画的な執行に努める。

11,090

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

コーポ有島使用料

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

11,090
11,090

道支出金

08
　北海道住宅供給公社に対するコーポ有島Ａ棟建設
費の償還金の支出

予
算
科
目

一般会計

01 住宅管理費
07 住宅費

土木費

経費区分
投資的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 公営住宅建設費償還事業 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 135200-00

総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　大久保修一 政策分類

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　工事の実施に当たっては、施工時期等を建
築部門・施工業者と調整を図り、入居者に不
便をかけないよう実施する。

　望羊団地・中央団地非常用照明設置工事、西富
団地側溝改修工事、綺羅団地外壁修繕工事、望羊
団地屋上アルミ笠木取替工事、有島団地屋２号棟
根雪害復旧工事、新有島団地屋根塗装工事、有島
団地外壁木部塗装工事、本通Ａ団地４号棟木部塗
装工事、公営住宅ＦＭアンテナ設置工事を実施し
た。

　今後も長寿命化計画に基づき快適な住
環境創設に向けた改修事業を実施する。

経費区分
投資的経費 住宅使用料等 3,020
単独事業 一般財源 0

道支出金
起債

土木費 決　算　額 14,634
07 住宅費

財
源
内
訳

国庫支出金 11,614
01 住宅管理費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　公営住宅の老朽箇所について改修を行い、入居者
が安全で快適な生活ができるよう維持管理するととも
に、住宅の長寿命化を図る。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 12,629
08

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 135100-00

事業名 公営住宅改修事業

担当課係名 建設課住宅管理係

３．生活環境

建設課住宅管理係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　大久保修一 政策分類 ３．生活環境

担当者職氏名

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

主任　佐々木一茂 政策分類 ４．生活基盤自然環境

担当課係名 企画環境課経営企画係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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担当者職氏名 主任　佐々木一茂 政策分類 ４．生活基盤自然環境

４．生活基盤自然環境

企画環境課経営企画係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

今後の事業方針 Ａ

２段階方式（余市－倶知安間を先行整備）で
の整備が出されたため、直接ニセコ町での環
境影響調査への協力は生じないが、インター
チェンジの設置に関して、倶知安町との境界
線に設置されるよう強く要請していく。

計画段階評価の結果、２段階整備（余市
－倶知安の先行整備）の方針が出され、
着工へ向けて大きく前進した。平成２４年
度には環境影響調査が実施された。

環境評価を見据えて、着工へ向けた働き
かけが課題となる。インターチェンジの設
置に関して、倶知安町との境界線に設置
されるよう強く要請していく活動が課題と
なる。

担当課係名

企画環境課経営企画係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 主任　佐々木一茂 政策分類

担当者職氏名 主任　佐々木一茂 政策分類 ４．生活基盤自然環境

総合計画
の体系

戦略ビジョン ２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

１０月にデマンドバスを導入し、ふれあいシャト
ルを廃止する。デマンドバス導入後の取り組
みについては、関係機関との協議を進める。
町民への周知徹底を図る。

ふれあいシャトルの廃止、１０月からデマ
ンドバス運行を導入できた。スクールバス
については、教育委員会と協議し一般町
民等の混乗できるようにできた。

ふれあいシャトル廃止のため、課題等は
なし

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 37
02

起債

経費区分
投資的経費 その他

29単独事業 一般財源

29
01 総務管理費

財
源
内
訳

国庫支出金
06 企画費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

高速道路実現のため「北海道横断自動車道黒松内・
小樽間建設促進期成会」に参加し、早期着工へ向け
て各種行事及び要望活動に出席する。

予
算
科
目

一般会計
総務費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 106500-00

事業名 北海道横断自動車道建設促進事業

担当課係名

新幹線着工に向け、並行在来線分離の同意
書を速やかに提出すると同時に、新幹線着工
後、並行在来線の協議会が設置されるため、
関係自治体と並行在来線維持へ向けた取り
組みを強化する。

北海道新幹線札幌延伸が平成２４年６月に認可さ
れ、８月着工となった。その後１１月に町民説明会を
行い中心線測量以降の概要説明を行うとともに、工
事を担当する鉄道運輸機構との連携を図った。、北
海道新幹線並行在来線対策協議会の設立がされ、
今後存続協議と地域の活性化策が検討されることと
なる。

計画路線の中心線測量などがスムーズに行われる
ように鉄道運輸機構への協力体制を整えると共に、
一部不安のある住民に対して、しっかりとした情報伝
達を必要があるため、鉄道運輸機構と綿密な調整が
課題となる。また、並行在来線協議会の中で、存続
へ向けた取り組みを強化する必要があるが、情報が
少ないため、今後の情報収集が課題となっている。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 41
02

起債

経費区分
投資的経費 その他
単独事業 一般財源 37

37
01 総務管理費

財
源
内
訳

国庫支出金
06 企画費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

北海道新幹線実現のため「北海道新幹線建設促進
後志・小樽期成会」に参加し、北海道新幹線早期完
成へ向けて各種行事及び要望活動に出席する。ま
た、並行在来線存続に向けて、協議会への参加や情
報収集に努める。

予
算
科
目

一般会計
総務費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 106400-00

事業名 北海道新幹線建設促進事業

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

61

財
源
内
訳

国庫支出金
道支出金
起債 8,800

01 総務管理費

経費区分
臨時的経費

06 企画費

8,861

単独事業 一般財源

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 17,337

その他

24循環バス運行委託事業 事業期間 24

02

年度

事
業
目
的
・
目
標

交通弱者の域内交通手段の確保と財源の有効活用
を図る目的で平成14年度4月から運行。運行経費節
減と乗車増員を図るため、便数調整や自転車積載等
を行っている。さらなる利便性を高めるための、新しい
バス交通システムを模索中である。

予
算
科
目

一般会計
総務費 決　算　額

細事業名

事業コード 106100-03

事業名 バス路線維持費補助事業

企画環境課経営企画係
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款

項

目

４．生活基盤自然環境

戦略ビジョン

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

決　算　額 109,659

補助事業 一般財源 2,691

予
算
科
目

一般会計

担当課係名 建設課建築係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 技師　金澤　礼至 政策分類

政策分類 ４．生活基盤

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 主任　佐々木一茂 政策分類 ４．生活基盤

担当課係名 企画環境課経営企画係 総合計画
の体系

今後の事業方針 Ｆ

　老朽化した公営住宅の再生とミスマッチ解
消を目指す。全面的改善事業・長寿命化型
複合改善事業ともに、住民説明会等を開催
し、改修及び移転スケジュール等の周知を徹
底し、入居者に不便をかけないように留意す
る。

　本通B団地はﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝを取入れ、入居者に配慮して改善し

た住宅として評価できる。中央団地はこれまでの浴室・台所の機能向

上及びﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化等の改善に加え、屋根･外壁の性能向上・内部ｻｯ

ｼのﾌﾟﾗｽﾄｻｯｼ化を行った。西富団地は全面的改善事業の設計を

行ったほか、木造平屋建住宅を建設した。ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝを取入

れ、さらに高気密・高断熱の省エネ住宅とした。

　移転など入居者へ負担がかかる事業を、周知や説明を行い、入居

者の理解と協力の下、長寿命化計画に基づき改善を図った。

　来年度以降も長寿命化計画に基づき快
適な住環境創設に向けた全面的改善事
業・個別改善事業を実施する必要があ
る。
　また新たに公住ﾐｽﾏｯﾁ解消のため、新
たな公営住宅の建設についても検討を行
う。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

24

土木費08

経費区分

02 住宅建設費

投資的経費

財
源
内
訳

07 住宅費 国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

道支出金

24

その他

114,406

起債 53,600

53,368

年度事業期間細事業名 - 

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事業コード 136500-00

事業名 公営住宅改善事業

事
業
目
的
・
目
標

　本通B団地全面的改善工事・中央団地長寿命化
型複合改善工事により、老朽化した公営住宅を時代
のニーズに合った公営住宅に再生し、快適な住環境
の創設を図る。
　また、来年度以降の改善に向け、西富団地全面的
改善事業実施設計を行う。併せて移転先として西富
団地に１棟２戸の木造平屋建ての住宅を建設する。

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

来年度への課題・改善点等

６月議会での補正予算成立後から、１０月１
日までの運行開始までの限られた時間内で、
必要な車両やシステム等の備品や、システム
を稼動させるオペレーターの雇用育成など
ハード、ソフトの両面から準備を進める必要が
ある。

運行事業者となったニセコバス（株）と連
携し、運行に必要な物品や通信環境など
準備を進めることができ、予定どおり１０月
の運行開始に間に合うことが出来た。

増車の必要性を見極めるため、現状分析
をしっかりと行い、課題を整理する必要が
ある。

経費区分
臨時的経費 その他
単独事業 一般財源 550

道支出金
起債 10,100

総務費 決　算　額 10,650
1 総務管理費

財
源
内
訳

国庫支出金
6 企画費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

長期的で持続可能な地域公共交通の確保維持にむ
け、利用者へのサービス水準の維持・向上を図り、乗
車密度等を高めながら事業性を向上し、バス交通を
中心とした需要と供給をマッチングさせるデマンドバス
運行を導入するために必要な準備を行う。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額
2

細事業名 デマンドバス導入事業 事業期間 24

事業コード 149700-01

事業名 デマンドバス運行事業

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

２．ニセコの地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します担当課係名 企画環境課経営企画係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 主任　佐々木一茂

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
新しい形態のバスであったため、乗車ニーズがどれだけあ
るのか不明であったため、平成２３年度の調査事業で３台
が適正台数と言われていたが、２台体制での運行とした。
電話予約が必要なことから、利用者（特にお年寄り）への
周知を丁寧に行う必要があった。

当初の予定どおり、１０月から運行開始することがで
きた。また、運行前には町民説明会を各地区で開催
し、予約方法の周知に努めた。しかし、特に冬期間に
あっては、予約電話が繋がらないことや、希望時間に
乗車できない事例が多くあった。

当初は乗車人数は低調であったが、直近の乗車人
数が目標数値に近づきつつあるため、乗車効率や乗
合率を高め、適正な運行ができるようニセコバスと協
議しながら改善する。また、予約電話が繋がらない点
については、オペレーターの雇用の安定化を図り、質
の高い対応を提供できる体制に改める。利用実態の
調査の必要性についても課題が残る。

経費区分
臨時的経費 その他
単独事業 一般財源 10,934

事業コード 149700-00

事業名 デマンドバス運行事業 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額
2 総務費

国庫支出金
10,934

1 総務管理費

事
業
目
的
・
目
標

長期的で持続可能な地域公共交通の確保維持にむけ、利用者へ
のサービス水準の維持・向上を図り、乗車密度等を高めながら事業
性を向上し、バス交通を中心とした需要と供給をマッチングさせるデ
マンドバス運行を導入する。
①自家用車利用を地域公共交通利用へ転換させ、乗車人数を増
加させる。現状　16,497人 →　目標　25,200人
②地域公共交通利用を促進させ、月平均運賃収入を増加させる。
現状 133,058円→ 目標 416,666円

予
算
科
目

決　算　額

起債
6 企画費 道支出金

財
源
内
訳
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Ｈ ～

款
項
目

政策分類 4.生活基盤

6,900

財
源
内
訳

8,071
7,266
163

担当課係名

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（継続）

建設課都市計画係 総合計画
の体系

戦略ビジョン 2.ニセコ町の地域資源を活かし快適な生活基盤を整備します

担当者職氏名 係長　山崎英文

　再活用の実施に向けては、事業の持続可能性と
地域経済振興の観点からも、より現実的で具体的
な活用方針や運営方針を策定する必要がある。ま
た、社会資本総合交付金にかかる申請事務など
適正に努める。

　平成23年度策定の倉庫群再活用基本
設計に基づき、倉庫群の劣化・耐震性調
査を行うと共に、再活用に向けた具体的
な活用方針等の準備作業を進めた。
　また、社会資本整備総合交付金事業の
申請等事務を行った。

　今年度の劣化・耐震性調査結果や活用
方針等に基づき、倉庫群の実施設計を行
うとともに、用地の取得を進める。

203

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

08
　中央地区の倉庫群について観光・交流の拠点とし
て再活用するため、平成23年度に策定した基本設計
に基づいて、準備作業・調査設計等を行う。また、中
央倉庫群を含む社会資本整備交付金事業にかかる
申請事務を行う。

予
算
科
目

一般会計

02 都市計画整備事業費

05 都市計画費
土木費

経費区分
投資的経費
補助事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債
道支出金

24 年度事業名 社会資本整備事業 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 148800-00
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【戦略ビジョン】

【政策分類】

７．商工業

平成24年度　事業の実績

　　総合計画の体系

３．資源やエネルギーを地域内で上手に使います

３．生活環境

５．エネルギー
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款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

　前年度は当初の予定よりも申請件数が少な
かった。本年度は周知などを工夫する。
　また申請者が工事を予定通り実施出来るよ
うに、迅速かつ適切に審査するように留意す
る。

　本年度の申請件数は1件にとどまり、当
初の予定ほど申請が無かった。
　来年度は周知などに工夫し、より多くの
町民に利用していただけるようにする。

　さらなる周知を図るとともに、来年度以降
も、迅速かつ適切に審査を行う。
　また社会資本整備総合交付金（効果促
進事業）を活用する。

担当課係名

補助事業 一般財源 150

来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,000

財
源
内
訳

国庫支出金 150

08

起債

300

07 住宅費

03 住環境整備費 道支出金

経費区分
投資的経費 その他

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　町内における環境負荷低減の目的とし、家庭からの
二酸化炭素排出の削減を図るため、住宅の省エネル
ギー改修工事を行う者に対して、ニセコ町住宅省エネ
ルギー改修促進補助金の交付を行う。

予
算
科
目

一般会計
土木費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 135210-00

事業名 住宅計画策定事業

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　再生可能エネルギーの導入はイニシャルコストが
高いため、緑の分権改革事業など補助事業の活用
が必要なため、随時情報収集と検討を継続する。
　新規事業として雪氷倉庫導入への町補助を実施
するほか、導入済みのマイクロ水力発電、地中熱
ヒートポンプ等の適切な運用を図る。

　環境戦略に関する会議やエネルギーに関す
る講演会等を実施した。また、自然エネルギー
研究会へ補助を行い一般市民への環境等意
識啓発を図った。雪氷倉庫導入補助金は実績
なし。

　マイクロ水力発電機は実証試験を終了し、今
後一般に貸出し、活用してもらうための要綱等
準備を進める。自然エネルギー研究会は事務
局を役場から民間に移行するための体制を整
える。雪氷倉庫導入補助金の活用を進めるた
め、農家のニーズ把握や周知方法の工夫が必
要。

232
1,207

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

地域づくり助成金

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

5,473
1,439

道支出金

04
　再生可能エネルギー資源に恵まれたニセコ町の特
性を活かし、再生可能エネルギーの地産地消、エネ
ルギー活用による地域の活性化を図る。

予
算
科
目

一般会計

07 環境対策費

01 保健衛生費

衛生費

経費区分
臨時的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 再生可能エネルギー推進事業 細事業名 - 事業期間 24

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

事業コード 106550-00

３．資源やエネルギーを地域内で上手に使います

担当者職氏名 係長　石橋　弘行 政策分類 ３．生活環境

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

町による計画整備については、道々と町道の
交差点や地域での設置要望について関係機
関への要望等随時対応していくこととする。ま
た、設置並びに補助についてはＬＥＤタイプに
する。

左記事業を遅滞なく執行した。 交通安全協会等団体を通じ、意見を求
め、また、道々と町道の交差点や地域で
の設置要望について関係機関への要望
等随時対応していくこととする。

経費区分
投資的経費 その他
単独事業 一般財源 21,927

道支出金

起債

総務費 決　算　額 22,040

01 総務管理費
財
源
内
訳

国庫支出金 113

03 交通安全費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ町における交通安全と犯罪防止を図るため、統
一された規格・基準の街路灯（ＬＥＤ化推進）を交通危
険箇所に整備する。また、自治会が実施する場合に
は経費の支援を行うものである。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 22,040
02

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 103300-00

事業名 街路灯整備事業

担当課係名 町民生活課町民生活係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

戦略ビジョン ３．資源やエネルギーを地域内で上手に使います

担当者職氏名 主任　大野百恵 政策分類 ５．エネルギー

担当課係名 企画環境課環境エネルギー係 総合計画
の体系

建設課建築係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ３．資源やエネルギーを地域内で上手に使います

担当者職氏名 技師　金澤　礼至 政策分類 ５．エネルギー
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【戦略ビジョン】

【政策分類】

　　総合計画の体系

４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

３．生活環境

６．農林業

平成24年度　事業の実績
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款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

　集落の取組内容等について、状況を把握しなが
ら適切な支援を実施する。
　また、本年度の農地保全の取組については、農
地・水保全管理支払事業との活動重複ができない
ため、集落協定時及び活動実施に際しては各地
区集落との調整を行う必要がある。

　各地域との集落協定の締結をはじめ、事業
の円滑な実施を支援した。制度の運用により、
条件不利地での営農が維持され、各集落にお
いて地域内共同活動の取り組みが行われてい
る。

　農地・水保全管理支払交付金との調整や、
共同活動への取り組みに対し助言指導を行
う。
　農地を保全し、適切な営農が維持されること
が本旨であるので、各地区の協定農用地の状
況について、町として留意する。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 10,560
06

起債

経費区分
その他

補助事業 一般財源 2,613

10,560
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
03 農業振興費 道支出金 7,947

事
業
目
的
・
目
標

　中山間地域の農地は急傾斜地が多いことから農業生産
活動において不利であり、耕作放棄地の増加が懸念されて
いる。このような生産条件不利地域に対して国の直接支払
制度により集落及び対象農地所有者のうち急傾斜農地を
対象として交付金を交付し農地保全を行なう。このことによ
り、農業生産活動以外の洪水や土砂崩壊の防止、良好な
景観維持など農地が持っている多面的機能の維持によっ
て更なる集落活動の活性化を図る。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費

臨時的経費

　集落支援員の今後のあり方の検討。
　引き続き農業振興地域整備計画の見直しに
取り組み、早期の完成を目指す。
　要望把握を的確に行い、新作物・新技術導
入や6次産業化に対しての支援を進める。

12,984

- 事業期間 24 24 年度

決　算　額

事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

3,824
12,984

道支出金

06
　土壌改良資材製造施設建物災害共済負担金をはじめと
する農業全般に対する負担金、産業まつり事業補助金等
を計上。
　本年度は農業振興地域整備計画、人・農地プランの作成
などを重点的に進めるとともに、集落支援員報酬・謝礼、新
規作物導入支援事業補助、残留農薬対策事業補助など
農業経営安定のための事業予算について計上。

予
算
科
目

一般会計

03 農業振興費
01 農業費

農林水産業費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

財
源
内
訳

24 年度事業名 農業推進共通事業 細事業名 農業推進事業 事業期間 24

事業コード 124200-01

事業実施時の問題点・検討課題

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

　農家所得倍増プランを推進するため基本となる農業振
興地域整備計画の改訂作業を重点的に進めるほか、各
種振興補助の効果的な運用とその支援、進捗状況の確
認など遅滞なく事務の執行を行う。人・農地プランの策定
は集落支援員の活用と共同作業によるプランの作成を進
め、戸別所得補償制度との連動した制度の運用を円滑に
進める。

　補正予算により農業振興地域整備計画の見
直しに係る委託業務を発注した（H24～H25債
務負担行為）。
　6次産業化支援事業として加工化施設整
備・機械導入への助成を行った。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　農政、畜産林務、農業支援の係間で連携を
図り、円滑に業務を推進する。

　係間で連携を図り、業務を実施した。 　農業振興計画の見直し等、係間を横断
する業務があるため、一層の連携強化を
図り、併せて適正な時間外勤務手当の執
行を行う。
　また、急変する国の制度に対応するた
めに、各種会議への適宜出席に務める。

経費区分
経常的経費 証明手数料 3
単独事業 一般財源 787

02 農業総務費 道支出金

1,006
06 農林水産業費 決　算　額 790

事業コード 124100-00

事業名 農業行政事務経費 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　農政事務全般における円滑な業務執行のための必
要経費を計上。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

01

細事業名 - 事業期間

農業費
財
源
内
訳

国庫支出金

起債

政策分類 ６．農林業

政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課農政係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名

担当課係名 農政課農政係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　尾崎文哉

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　尾崎文哉 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課農政係 総合計画
の体系

係長　尾崎文哉

事業コード 125710-00

事業名 中山間地域等直接支払事業 細事業名
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款
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目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　尾崎文哉 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課農政係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当課係名 農政課農政係 ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

経費区分
臨時的経費

　農業者の償還状況（繰上）について関係機関と
連携を密にしながら適切な事務執行に務める。ま
た２４年度以降の制度利用者は国で支援するため
新規補助対象者は発生しない。
　あわせて認定農業者、農業士など意欲ある担い
手の育成をサポートする。

　関係機関（北海道・ＪＡ金融等）と連携をし、
適切な事務の執行に努めた。

　人・農地プラン登載者は国の予算範囲内で
無利子化されるので、町予算では新たな対象
者は未措置。既存の制度利用者の進捗管理
を適切に実施する。ただし、従来の有利子化
枠は補助対象であるので、把握と予算管理に
留意する。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

一般財源 249

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 574
06

起債
道支出金 247

臨時的経費 その他
経費区分

決　算　額 496
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
11 農業経営基盤強化促進対策費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　農業経営改善計画の認定を受けた生産者(通称認
定農業者)の育成を図ると共に、認定農業者への支
援として農業経営基盤強化資金(通称L資金)の借受
者に対し、負担軽減のため利子の一部に対し助成を
行い足腰の強い農業経営の実現を図る。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費

単独事業

政策分類

事業コード 129600-01

事業名 農業経営基盤強化事業 細事業名 農業経営基盤強化事業

６．農林業

事業期間 24

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

8,700

財
源
内
訳

　ニセコ産米普及推進事業補助の効果的な
事業執行を支援しする。
　イエスクリーン生産対策は事業３年度目とな
り最終年となる。イエスクリーンの定着と水田
農業経営安定など次年度以降の支援の検討
を行う必要がある。

　婚姻世帯等に対してニセコ産米を贈呈
するＰＲ事業を実施。
　イエスクリーン米の取組面積に応じた補
助を継続実施した（来年度は面積＋低タ
ンパク米に寄与する取り組みを要件とする
ことを検討）。

　ＪＡが事業実施主体である雪利用米穀
貯蔵施設整備事業（国からの間接補助に
よるＪＡへの補助）については、H25への
繰越事業となっている。国への補助申請
事務等を始め事業の適正な実施に努め
たい。

296

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

9,500
8,996

道支出金水田農業振興費

01 農業費
農林水産業費

臨時的経費
単独事業

経費区分

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

６．農林業

24 年度事業名 水田農業事業 細事業名 水田農業振興事業 事業期間 24

総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　尾崎文哉 政策分類

農政課農政係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 129000-01

06
　近年、米価下落と天候激変に伴う収量低下により、
基幹作物の１つである米が大きな影響を受けている。
このままでは、経営悪化と配分面積の減少が余儀な
くされてしまうことから、地産地消と町外への販路拡大
活動の両面について支援し、生産面積の減少を抑制
しながら消費者に選ばれる産地となるよう水田農業の
振興を図る。

予
算
科
目

一般会計

07

４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　尾崎文哉

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　人・農地プランへの登載が、各種補助事業
等での要件と付されることが見られるので、適
宜プランの見直し等を行う必要がある。
　青年農業給付金については、北海道の予
算措置を確保する必要もあるので、対象者の
動向を的確に把握する必要がある。

　地区の話し合いを経て、ニセコ町全域を
一つの単位とする人・農地プランの作成を
行った（中心経営体98）。
　青年農業給付金（経営開始型2件）、Ｌ
資金の無利子融資対象化（3件）を行っ
た。

　農地利用集積協力金（リタイヤ等での農
地の出し手に対する給付金）についても該
当が予想される。
　青年農業給付金については、農大や拓
大での研修も対象になるため、経営委譲
等の意向も含めて把握に努める。

担当課係名

その他
補助事業 一般財源 5

道支出金 3,955
過疎債

農林水産業費 決　算　額 3,960
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
06 農地費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　地域農業の今後のあり方を示す設計図となる、人・
農地プランを推進する。
　就農前の研修段階（準備型）及び経営の不安定な
就農初期段階の青年就農者（経営開始型）に対して
青年就農給付金を給付する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 0
06

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 128730-00

事業名 人・農地プラン推進事業
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款
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目

Ｈ ～

款
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目

Ｈ ～

款
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総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　尾崎文哉 政策分類 ６．農林業

４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　尾崎文哉 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課農政係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

農政課農政係

担当課係名

主に事務事業経費であるが、他機関と連携し
て円滑な事業の遂行を図る。

農政課係間で連携を図り、円滑に業務を
推進

農政係、農業支援係、畜産林務係にて
連携を図りながら、業務の円滑な推進を
図る。

今後の事業方針 A 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 628
06

起債

経費区分
投資的経費 その他
単独事業 一般財源 298

298
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
06 農地費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ町農業の生産基盤に係る土地改良事業等の
推進に係る全般的な事務のための経費。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

担当課係名

事業コード 127200-00

事業名 農業農村整備事業事務経費

　地力ある健全な農地を育成・継続するため
にも土づくりは今後も欠かすことの出来ない事
業と言える。そのためにも堆肥の流通促進及
び土壌診断事業、緑肥作物奨励事業等（国
の環境保全型制度との総合的対策を検討）
を含めた土づくり対策事業を継続する。

　生産基盤となる圃場の土づくりを進めるた
め、良質な堆肥の流通推進、緑肥による土壌
改善、適切な施肥を行うための土壌診断等、
総合的な土づくり対策として各種制度の運用
を図った。また、普及センターの主導により試
験展示圃での栽培試験を行った。

　引き続き有機質資源による資源循環型
クリーン農業を推進するため、各種制度
の積極的な事業実施に取り組む。
　クリーン農業の基礎となる土づくりは重
要であり、堆肥の流通促進及び土壌診断
事業等を推進していく。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 9,133
06

起債 5,800

経費区分
臨時的経費 その他
単独事業 一般財源 1,548

7,348
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
12 土づくり対策費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　堆肥センターを中心とする資源循環型クリーン農業
の推進を図るために、各種土づくり対策事業を行う。
　良質堆肥の流通促進・定着を図るため、堆肥購入
補助を行う完熟堆肥流通促進事業、有機質資材の
緑肥の奨励事業、適切な施肥のための土壌診断へ
の補助金など総合的な土づくり対策を講じる。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費 決　算　額

細事業名 土づくり対策事業 事業期間 24

事業コード 129800-01

事業名 土づくり事業

　各資金は随時受付のため、申込者との面談等を
含めた検討を行い、資金利用にふさわしいと判断
される場合は協議会開催し、補正対応が必要とな
る。　新規就農者連絡会の継続による交流機会の
確保、小規模経営者に対する新規制度運用など
担い手の育成支援を進める。

　新規就農者5名への新規就農資金の貸付を
実施した。
　青年研修事業補助は実績1名（千葉県での
有機・自然栽培の視察研修）。

　国の青年農業給付金制度とあわせて制度の
効果的な運用に努める。
　予算は農大研修受講（72千円）と新規就農
者（1,000千円×2名）を計上しているが、要望
等の把握に努め、不足の場合には補正等によ
り対応する。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 5,732
06

起債

経費区分
臨時的経費 元気な担い手負担金 1,000
単独事業 一般財源 4,068

5,068
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
11 農業経営基盤強化促進対策費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　次代を担う新規就農者及び農業青年に対し、就農資金
及び研修資金等の支援を行う。資金利用者は農業後継者
が多いが、後継ぎとなる決断をする良い機会となっており、
資金利用者は離農することなく前向きに営農している。
　本年度より小規模経営者への新たな就農支援制度を運
用。多様な農協経営、耕作放棄地対策を講じる。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費 決　算　額

細事業名 担い手育成事業 事業期間 24

事業コード 129600-02

事業名 農業経営基盤強化事業

農政課農地整備係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 主任　齊藤徹 政策分類 ６．農林業
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

事業実績・成果・評価

経費区分
投資的経費

災害復旧費

細事業名 - 

来年度への課題・改善点等

農地災害などは想定できるものではないが、
北海道の補助対象にならないような小規模
災害は、融雪期や集中豪雨などで頻発する
傾向にあるため、常に巡回などに勤め、営農
活動に大きな支障をきたさないようスピード感
をもった対応を要する。

春の急速な融雪などにより、国庫補助対
象とならない小災害が発生したが、本事
業の補助金により早急な対応が可能と
なった。実績は4件。

今後もコミニティFMや広報などによる制度
の情報提供を実施し、引き続き災害復旧
対応が早急にできるよう、体制を整えてい
く。

その他
単独事業 一般財源 1,473

起債

決　算　額 1,473
01 農林水産業施設災害復旧費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 農業用施設災害復旧費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

近年、局地的な豪雨災害や、融雪による土砂災害が
頻発しているが、小規模なものや、費用対効果で国
庫補助の対象とはならないものが多い。そのような災
害に即座に対応するために、事務経費と要綱に基づ
く災害復旧に係る経費の一部を助成することで、安定
した営農に資する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 812
11

事業期間 24

事業コード 147100-00

事業名 農地・農業用施設単独災害復旧事業

事業実施時の問題点・検討課題

今後の事業方針 A 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名

明暗渠の掘削や農業用水路の補修は、雪解
け後の作付け前で緊急を要するものが多い。
早急な対応ができるよう、準備を整えておく必
要がある。

明暗渠掘削事業については、実施件数は
22件となり、依然として需要は高く、ニセコ
町の排水性の悪い農地の問題点を露呈
している。今後も継続的に実施していく必
要がある。

国営農地再編整備事業による基盤整備
事業によって、より少ない農家負担で暗
渠施工を実施できるため、平成26年度の
事業着工にむけ、さらに熟度をあげて強
力に国営事業を推し進め、並行して本事
業を進めていく必要がある。

今後の事業方針 A 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,633
06

起債

経費区分
単独事業 一般財源 957

01 農業費
財
源
内
訳

国庫支出金

投資的経費 その他

06 農地費 道支出金

年度

事
業
目
的
・
目
標

現在、国営農地再編整備事業の地区調査（平成２２
～２４年度）を実施中であるが事業実施までの間、農
地整備の緊急性が高いほ場を整備し生産性の向上
を図るものである。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費 決　算　額 957

- 事業期間 24 24

担当課係名

事業コード 128510-00

事業名 町単独農地整備事業 細事業名

事業実施時の問題点・検討課題

国の財政状況やTPPなど、日本の農業基盤
整備施策が不安定であり、地元農業者の声
を直接届けるためにも、期成会による中央要
望などを実施する必要がある。

当初1,000ｈａ程度と見込んでいた受益地
が、H22～24年度の地区調査によって、
約1,500ｈａにのぼり、この事業への農家の
期待の高まりが表れた結果となっている。

平成26年度事業採択に向け、期成会の
要望活動を一層強化するとともに、事業
実施に向けた推進体制確立のための人
材確保等が課題となる。

今後の事業方針 A 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

662

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 6,035
06

起債

経費区分
補助事業 一般財源 3,070

01 農業費
財
源
内
訳

国庫支出金

投資的経費 その他

06 農地費 道支出金

年度

事
業
目
的
・
目
標

効率的かつ安定的な農業経営の展開を図るため、地域の
実情を踏まえ、広域にわたる計画的な生産基盤の整備を
行い、生産性の向上及び地域農業の展開方向に即した農
業構造の実現を図るとともに、農業的土地利用と非農業的
土地利用との整序化を図ることにより農業の振興を基幹とし
た総合的な地域の活性化に資する。平成２２～２４年度
は、事業受益区域を決定する地区調査を実施する。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費 決　算　額 3,732

土地改良調査計画事業 事業期間 24 24

事業コード 127710-01

事業名 農地再編整備事業 細事業名

事業実施時の問題点・検討課題

農政課国営農地再編整備推進室農地再編係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　中村正人 政策分類 ６．農林業

農政課農地整備係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 主任　齊藤徹 政策分類 ６．農林業

４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 主任　齊藤徹 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課農地整備係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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Ｈ ～

款
項
目

※繰越事業分

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　酪農ヘルパー、乳検の両組合には、広域事
業により安定的な運営に寄与することを目的
に継続負担する。
　うしまつりの事業も継続実施する。

　酪農ヘルパー利用組合及び乳牛検定
組合に対する補助金の支出によって安定
的な運営に寄与した。ニセコ町共進会で
うしまつりにより町民対象に飼養家畜及び
小動物とのふれあい事業と乳製品PR事
業が滞りなく実施できた。

　畜産農家の減少、始動開始したTMRセ
ンターの支援、十数年前に酪農家各戸の
敷地内に設置した堆肥盤について等々の
対策や支援など

単独事業 一般財源 1,304

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,312

2
起債
道支出金

その他

畜産業費

06

24

経費区分
経常的経費

1,306
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
04

事業コード 125800-00

事業名 畜産振興事務経費 細事業名 - 事業期間 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　農業情勢の変化が著しく、酪農畜産においても、消
費の低落や長引く景気低迷と相まって現状は大変厳
しく、対策として低コストでの生産性を高め、さらに安
全･安心な原料供給と安定した畜産経営の確立が重
要であり、適宜奨励策を展開する。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費 決　算　額

担当課係名

国庫補助事業による災害復旧工事を実施す
るにあたっては、現場での問題や、急な設計
変更に対処するため、工事の専門知識と制
度に精通した事業者のサポートが必要になる
ため、施工監理業務を計上して対応する。

本災害復旧工事は、冬期施行が困難な
ため、H24へ予算を繰越して実施。工事
については、仮設工事により、春の通水時
期にも営農に支障をきたすことなく、また
本工事についても予定工期に全て完了し
た。

災害復旧工事は高い補助率で実施が可能で
あるが、補助対象とはならない、実施設計や
用地確定測量など委託料に加え、膨大な事
務量の負担をしており、災害復旧の国庫補助
事業を実施するには、工事の規模や手法など
総合的に考慮して判断する必要がある。

今後の事業方針 E 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 27,112
11

起債

経費区分
投資的経費 その他
単独事業 一般財源 1,088

25,954
01 農林水産業施設災害復旧費

財
源
内
訳

国庫支出金 24,866
01 農業用施設災害復旧費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

平成２３年９月５日～９月６日にかけての豪雨により、
字西富の農業用水路の法面が崩壊し、水路が流失
するという大規模な災害があり、農林水産省および財
務省による査定を受けた結果、国庫補助対象として
認められることとなった。そこで、町が主体となって災
害復旧事業を実施する。

予
算
科
目

一般会計
災害復旧費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 23

事業コード 147200-00

事業名 農地・農業用施設災害復旧経費

担当課係名

今後の事業方針 E 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

事業実施箇所が民有地のため、国庫補助対
象の条件として、町有にする必要があるため、
工事完了後に用地確定、分筆を行い、用地
の寄附による所有権移転登記を行う。

所有者が2件にまたがり、遠方に居住して
いる所有者もいたため、登記にいたるまで
の調整に苦慮したが、目的は達成し、所
有権移転登記まで全て完了した。

災害復旧工事は高い補助率で実施が可能で
あるが、補助対象とはならない、実施設計や
用地確定測量など委託料に加え、膨大な事
務量の負担をしており、災害復旧の国庫補助
事業を実施するには、工事の規模や手法など
総合的に考慮して判断する必要がある。

704

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

1,701
70411

平成２３年９月５日～９月６日にかけての豪雨により、
字西富の農業用水路の法面が崩壊、水路が流失す
るという大規模な災害があり、国庫補助として実施し
た災害復旧事業について、事業実施箇所の用地確
定、分筆、登記を行う。

予
算
科
目

一般会計

01 農業用施設災害復旧費

01 農林水産業施設災害復旧費

災害復旧費

経費区分
投資的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債
道支出金

24 年度事業名 農地・農業用施設災害復旧経費 細事業名 - 事業期間 24

147200-00事業コード

農政課農地整備係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 主任　齊藤徹 政策分類 ６．農林業

農政課農地整備係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 主任　齊藤徹 政策分類 ６．農林業

４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　佐藤　篤 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課畜産林務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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担当課係名

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　堆肥センターにおける指定管理者であるＪＡ
ようていと十分に協議を行い、施設、設備、機
械等の修理及び更新について計画的に進め
る必要があるので、その作業を進める。
　共進会場の施設の維持管理に勤める

　共進会場の家畜洗い場の整備を実施
し、利用者の利便性を確保した。

61
1,015

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他使用料等

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

1,217
1,076

道支出金

06
　畜産関連施設（家畜共進会場、堆肥センター）の維
持管理を適切に行う。

予
算
科
目

一般会計

04 畜産業費
01 農業費

農林水産業費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 畜産施設維持管理経費 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 126200-00

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

来年度への課題・改善点等

　ＴＭＲセンターを整備することにより生産者に
は多額の負担が及ぶため、町からの補填を
行う。

　北海道の実施する草地整備への補助
金に対し１５％の上乗せ補助を実施する
ことで安定的な酪農経営に寄与した。

　平成25年度草地整備事業についても、
北海道の補助金に対し上乗せの補助金
の支出を行う。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

決　算　額 10,234

補助事業 一般財源 5,117

8,586

起債
5,11704 畜産業費 道支出金

01 農業費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

その他

事
業
目
的
・
目
標

　草地整備事業を推進することを目的とし、北海道の
補助事業による上乗せ分を繰り入れることにより、安
定的な酪農経営に寄与する。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費06

経費区分
投資的経費

事業期間 24 24 年度事業名 自給飼料生産拡大緊急対策事業 細事業名 - 

事業コード 126320-00

今後の事業方針 Ｃ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　本年度から開始する「草地畜産基盤整備
事業により、草地更新を実施し、前回の実施
から１０年を経過して牧草の育成が悪化して
いた草地を更新することにより、入牧牛の育
成を図る。

　平成２４年度は、草地整備改良
59.19ha、草地造成改良0.20ha、町営草
地の草地整備改良で9.10haの実施となっ
た。　またTMRセンター及びその付帯機械
並びに草地用農機具の建設・購入を行っ
た。

　平成25年度も草地整備を草地畜産基
盤整備事業によって実施する。TMRセン
ターは平成24年度完成により次年度以
降実施なし。

経費区分
投資的経費 受益者分担金 194,734
補助事業 一般財源 2,241

247,690
06

起債 9,300

206,275
01 農業費

財
源
内
訳

04 畜産業費 道支出金

事業期間 24

農林水産業費 決　算　額
事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

国庫支出金

事業コード 126310-01

事業名 草地畜産基盤整備事業 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　本町の楽農業振興のため、ＴＭＲ事業を推進するこ
とを目的とし、安定的な酪農経営に寄与する。

予
算
科
目

一般会計

細事業名 畜産担い手総合整備型

農政課畜産林務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　佐藤　篤 政策分類 ６．農林業

６．農林業

４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　佐藤　篤 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課畜産林務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当課係名 農政課畜産林務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　佐藤　篤 政策分類
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　新対策への円滑な移行を図るため、各地区
との連絡を密に事業を行う必要がある（交付
対象面積の把握、町との協定事務など）。

　H24年度からの２期目の対策に向け、交
付対象面積の精査をし、協定締結を行っ
た。地域の共同活動による資源保全の取
組みを支援することができた。

　各地区の活動内容の更なる確認、適正
な事業実施への指導。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（要綱・要領により実施）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 7,817
06

起債

経費区分

国庫支出金

経常的経費
補助事業 一般財源 7,498

その他

決　算　額 7,894

06 農地費 道支出金 396
01 農業費

財
源
内
訳

事
業
目
的
・
目
標

　農業集落での高齢化や混在化の進行により、農地・
農業用水などを守る地域のまとまりが弱っているた
め、地域全体での共同活動による資源保全に向けた
取り組みを支援する。
　前対策はH19～H23の5年間をもって終期を迎えた
が、新たにH24～H28までの対策として継続されること
となった。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費

事業期間 24 28 年度事業名 農地・水保管理支払交付金事業 細事業名 - 

　急遽壊れた堆肥センター施設の修理につい
て対応し、また、稼動から十数年経過した老
朽施設の補修候補の洗い出しの実施をした。

　老朽化している堆肥センター施設の補修に
は一千万単位での支出が想定押される。
　内部機械の消耗はどの機材を見ても限界に
来ている。施設の機体についても歴年の雪害
によって補修を必要とする状況と成っている。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

単独事業 一般財源 5,398

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 6,621

起債 2,400
臨時的経費

7,798
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
12 土づくり対策費 道支出金

24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　堆肥センターを中心とする資源循環型クリーン農業
推進に寄与するため、良質な堆肥原料の確保と運搬
経費として施設の指定管理者へ支払うことにより円滑
な運営推進を図る。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費

128710-00

細事業名 有機質資源対策事業 事業期間

決　算　額

その他

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

06

経費区分

事業コード 129800-02

事業名 土づくり事業

事業実施時の問題点・検討課題

　有機質資源確保については、堆肥センターの運
営状況を踏まえ、指定管理者のＪＡようていと資源
提供元の有畜農家と協議しながら事業経費を算
定する。
　消耗著しいショベルローダーのタイヤを適宜更新
する。

担当課係名

事業コード

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　草地畜産基盤整備事業に係る草地更新事業の
進捗状況を勘案し事業展開を図る。
　めん羊畜舎について冬季間の除雪を実施する。

　草地畜産基盤整備事業によって9.10haの草
地更新を実施した。草地更新の際に更新後の
放牧牛の新たな滞留スペースの必要が生じた
為小さな牧区を急遽設置した。

　十数年集約草地周辺環境に手を入れること
なく管理してきた為、侵入木や施設に放牧牛
にとっての危険箇所が現れてきていることから
それらの手当てが必要となる。
　めん羊牧場の行政財産としての使命は全うし
ており、普通財産への移行が急務である。

1,474

決　算　額 4,848

単独事業 一般財源 3,374

4,756

起債
05 草地管理費 道支出金
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

その他使用料等

事
業
目
的
・
目
標

　生産者の育成費用と労働力軽減を図るため集約草
地の適正な運営管理を行う。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費06

経費区分
経常的経費

24 年度事業名 草地維持管理経費

事業実施時の問題点・検討課題

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 126800-00

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　山口丈夫 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課　農業支援係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　佐藤　篤 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課畜産林務係 総合計画
の体系

農政課畜産林務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　佐藤　篤 政策分類 ６．農林業
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　前年度、東日本大震災の影響で実施でき
なかった道外視察を行う。視察先は、全国農
業会議所主催の表彰事業で上位の成績を収
めた岐阜県高山市の「㈱和仁農園」と富山県
の「立山町農業委員会」を予定している。

総会の開催　11回
研修会　山麓、後志、農業会議各1回
　　　　　道外研修（富山県）
現地確認、農地あっせん業務の実施

業務のデータの推進とマニュアルの整備

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,525
06

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 1,379

1,435
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 農業委員会費 道支出金 56

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　農業委員活動に要する費用弁償、農業委員会系
統組織が主催する各種会議研修会への参加旅費で
ある。農地法等の一部改正により農業委員の活動が
凝縮し政策的に農政への関与が増してきているため
委員研修を行う。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 123400-00

事業名 農業委員経費

　役場農政課とＪＡニセコ支所で事務局を担
当して協議会を運営するため、関係機関との
連携を密にして事業を行う必要がある。
　農業者に国から直接交付される交付金を
扱うため、制度の確実な実施に留意を要す
る。

【申請者105名：交付金額234,407千円】
農業者戸別所得補償交付金事務の円滑
な実施により、農業経営の安定と食料自
給率の向上に資することができた。

　農業者戸別所得補償制度はH25年度
より経営所得安定対策と名称変更し、基
本的に同じ枠組みで実施予定だが、一部
変更点などに留意しながら、関係機関と
連絡を密にして事務を進める必要があ
る。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,600
06

起債

経費区分
補助事業 一般財源 78

その他

03 農業振興費 道支出金 3,519
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金

経常的経費

年度

事
業
目
的
・
目
標

　昨年度から本格実施された農業者戸別所得補償
制度の円滑な推進及び実施を行い、農業経営の安
定と生産力の確保を図り、食料自給率の向上と農業
の多面的機能を維持することを目的とし、事業実施
主体であるニセコ町地域農業再生協議会への補助
を行う。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費 決　算　額 3,597

事業コード 149100-00

事業名 農業再生協議会事業 細事業名 - 事業期間 24 24

担当者職氏名 事務局著　前原功治

農業委員会 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

政策分類 ６．農林業

総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 事務局著　前原功治 政策分類 ６．農林業

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名

来年度への課題・改善点等

　本年度から農業委員会交付金の対象から
委員報酬を除外する。

農業委員報酬の支払い 交付金事業の該当から除外されたため、
123400農業委員経費と事業統合するこ
とを検討する

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

決　算　額 2,763

補助事業 一般財源 2,763

2,763

起債
01 農業委員会費 道支出金
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

その他

事
業
目
的
・
目
標

　農業委員会等に関する法律に基づく農業委員の配
置による農地行政の推進。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費06

経費区分
経常的経費

事業期間 24 24 年度事業名 農業委員会活動促進事業 細事業名 - 

事業コード 123500-00

担当課係名 農業委員会

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 係長　山口丈夫 政策分類 ６．農林業

担当課係名 農政課　農業支援係 総合計画
の体系
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

６．農林業

４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（現状維持）

　財団法人北海道農業開発公社が農地を中
間保有する事業であるため、事業参加者へ
の説明が重要である。
　本年度は、公社売渡事業を２件予定してい
る。

売渡事業（公社→農業者）２件　97,062
㎡
借入事業（公社が一時購入し、貸付）
　　　　　　4件　223,397㎡

特になし

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

経費区分
臨時的経費 雑入 11
補助事業 一般財源 6

道支出金
起債

農林水産業費 決　算　額 17
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 農業委員会費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　農業経営基盤強化促進法第１３条の２による農地
保有合理化法人（財団法人北海道農業開発公社）
への買入協議制度で流動した農用地についての管理
及び最終譲渡者との連絡調整等を行う。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 20
06

担当者職氏名

農業委員会 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 事務局著　前原功治 政策分類

担当課係名

今後の事業方針 Ｂ

６．農林業

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 事務局著　前原功治 政策分類 ６．農林業

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　改正農地法に基づく業務を円滑に運営する
ため、引き続き臨時職員を配置し、業務の万
全を図る。
　また、農地法各種許可事務等の適正執行
と引き続き農地法３０条に基づく農地利用状
況調査の適正実施に努める。

農地台帳の随時更新
ホームページによる情報提供
全町で農地利用状況調査の実施

農地利用状況調査の手法の効率化

33
2,350

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

1,225

215

2,598

道支出金

06
　農業委員会等に関する法律に基づき、農業委員会
業務を円滑に運営する。

予
算
科
目

一般会計

01 農業委員会費

01 農業費
農林水産業費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債
農業手数料

24 年度事業名 農業委員会運営経費 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 123800-00

事業名 農地保有合理化促進事業

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（現状維持）

担当課係名 農業委員会 総合計画
の体系

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 123610-00

　町内の国有農地数は４１筆。
　平成２３年度から貸付利用料の徴収事務
を、北海道が直接行うこととなり、徴収事務交
付金が減額された。

国有農地の確認事務 特になし

担当課係名 農業委員会 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

事務局著　前原功治 政策分類

財
源
内
訳

7

国庫支出金

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

85

69

76

道支出金

06
　農林水産省所管の国有農地の管理及び処分事
務。

予
算
科
目

一般会計

01 農業委員会費

01 農業費
農林水産業費

経費区分
経常的経費
補助事業

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 農業経営基盤強化措置特別会計事業 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 123700-00
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

担当者職氏名

農業委員会 総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

事務局著　前原功治 政策分類 ６．農林業

６．農林業

担当課係名 農業委員会

総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 事務局著　前原功治 政策分類 ６．農林業

担当課係名

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　引き続き、新規加入促進を図る。
　経営移譲年金受給者の農地移動に伴い、
年金額の停止及び減額が発生する場合があ
るので、農地の移動転用には細心の注意が
必要。

適正な事務手続きを行った

・農業者年金事務委託金261千円のうち
　219千円を本事業に充当
　残額は総務費職員給与費に充当

未加入者への加入促進活動が必要。

219

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

農業者年金事務委託金

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

225
219

道支出金

06
　農業者の老後の生活安定及び福祉の向上に資す
るため、独立行政法人農業者年金基金が行う農業
者年金事業について事務を行う。

予
算
科
目

一般会計

09 農業者年金費

01 農業費
農林水産業費

経費区分
経常的経費
補助事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

政策分類

24 年度事業名 農業者年金事務経費 細事業名 - 事業期間 24

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業コード 129300-00

総合計画
の体系

戦略ビジョン ４．ニセコならではの環境と調和した農業をつくります

担当者職氏名 事務局著　前原功治

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　昨年度２月に実施した意見交換会を受け
て、例年実施している夏の交流会の他に、出
会いの場の提供を検討する。

交流会（８月１８日、１９日）
　参加者　男性１０名、女性１０名
　成果　６組のカップルが誕生

誕生したカップルの進展がなかった。交流
会以後のフォローアップが課題。

当初予算額 500
決　算　額 450

財
源
内
訳

国庫支出金

起債

経費区分
臨時的経費
単独事業

事
業
費

（

千
円

）

08 花嫁対策費 道支出金

その他
一般財源 450

事業コード 129200-00

事業名 花嫁対策事業

事
業
目
的
・
目
標

　農業及び商工業の担い手となる「後継者の出会い
の場の環境づくり」を支援する。

予
算
科
目

一般会計
06 農林水産業費

01 農業費

農業委員会

細事業名 - 事業期間 24 24 年度

今後の事業方針 Ｆ

担当課係名

　平成２０年度から８年間の時限事業。 ３２件　2,144,900円
農地の集積化に大きく寄与した。

特になし

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,200
06

起債

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（現状維持）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

経費区分
臨時的経費 その他
補助事業 一般財源 2,145

2,145
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
03 農業振興費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　厳しい経営環境にある農業者への支援と農用地の
効率的な活用を促進させ、農業経営の安定と農地流
動化の推進を図る。

予
算
科
目

一般会計
農林水産業費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 124000-00

事業名 農業流動化緊急対策事業
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【戦略ビジョン】

【政策分類】

７．商工業

平成24年度　事業の実績

　　総合計画の体系

５．商工業と農業、観光業との連携を進め、地域産業の活性化を目指します

３．生活環境

６．農林業
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款
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目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

事業コード 123200-00

事業名 雇用労働対策事業 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

   労働者の雇用の場を確保するとともに雇用の通年
化を図る。また、労働者の生活費を融資することで、
生活の安定を図る。
　また、引き続き、国の各種政策を活用し、効果的な
雇用対策を進める。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,032
05 労働費 決　算　額 2,036
01 労働諸費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 労働諸費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 資金融資預託金 2,000
単独事業 一般財源 36

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

緊急雇用事業は最終年となる。
（コミュニティＦＭ事業関連　１事業）
次年度以降の国の政策を注視する。
雇用政策は町単独ではむずかしい内容であ
るが、調査・実施検討を行う。

・羊蹄山麓季節労働者通年雇用促進協議会
主催の各種セミナー、技能講習への参加促進
・事業所向け通年雇用支援セミナー
・季節労働者向け通年雇用化意識啓発セミ
ナー
・通年雇用人材育成に係る各種技能講習

・国の政策に注視しながら、地域に密着し
た雇用対策を進める。
・H25緊急雇用事業実施（２事業）

事業コード 124400-00

事業名 地産地消・販売促進事業 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　生産者の自発的取組みによる農産物加工支援や、ニセコ
町農産物販売促進委員会の拡大活動支援など、ニセコ町
及びニセコ町農産物のＰＲ活動を行う。
　生産者自らが行う各種販売促進活動や販売体験は、消
費者のニーズを捉えると共に企業的な発想を促し、生産者
の見識を広め良い研修の機会となっているほか、活動によ
るニセコ町のＰＲ・農産物のブランド化の形成効果も高い。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,989
06 農林水産業費 決　算　額 2,887
01 農業費

財
源
内
訳

国庫支出金
03 農業振興費 道支出金

起債

経費区分
臨時的経費 いきいきふるさと推進事業助成金 1,000
単独事業 一般財源 1,887

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
　地元産品PR経費として、とっておき米や蔵人衆などの販
促対策と効率的な運用を図る。
　昨年度未実施となった小学生農業体験は地域と学校と
の連携を綿密に行うとともに米粉の給食食材への販路検
討、地産地消と食育を推進する。またクリーン米ブランド化
を関係団体と連携し取り組みを推進する。

　米を基軸として多角的な事業展開を行った。
米粉料理コンテストは多くの客と話題を集める
ことができた。消費者と生産者の交流会の開
催や、販売促進、新たな特産品開発等に取り
組んだ。

　米のブランド化を一層推進する。
　小学生の農業体験の実施や、特産品の地
産地消に取り組む。
　また、販売促進団体と東京ニセコ会との連携
事業を円滑に進めるとともに、新たな販路拡大
対策を講じる。

事業コード 100900-00

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

５．商工業と農業、観光業との連携を進め、地域産業の活性化を目指します

担当者職氏名 係長　尾崎文哉 政策分類 ６．農林業

24 年度事業名 産業振興委員会運営経費 細事業名 - 事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

経費区分
経常的経費
単独事業

一般会計

01 一般管理費
01 総務管理費

総務費

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

32
0

道支出金

02
新産業育成、起業化支援として保有する産業振興基
金の貸付申し込みがあった場合、委員会を招集し貸
付可否を審査する委員会の運営経費。委員は５名に
委嘱している。委員会２回分の開催経費を計上。

予
算
科
目

財
源
内
訳

制度利用要望に都度対応する。適正な基金
管理に努めるとともに、産業振興に寄与し、活
用される制度として貸付利息の低率化を検討
する。

平成２４年度は制度利用の申請がなく、
委員会を召集していない。

基金の創設から４３年が経過しており、商工観
光課所管の補助金の目的と内容が重複して
来ている。また、債権回収不能時の対応リスク
も存在しているため、既存制度（町補助金、利
子補給等）との統合・見直しや、縮小・廃止を
含めた検討を進める必要がある。

0

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

担当課係名

今後の事業方針 Ｃ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

総務課財政係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ５．商工業と農業、観光業との連携を進め、地域産業の活性化を目指します

担当者職氏名 主任　川埜　満寿夫

担当課係名 農政課農政係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

政策分類 ７．商工業

５．商工業と農業、観光業との連携を進め、地域産業の活性化を目指します

担当者職氏名 係長　淵野伸隆 政策分類 ７．商工業

担当課係名 商工観光課　商工労働係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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款
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目

Ｈ ～

款
項
目

事業コード 130800-00

事業名 商工業振興事業 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

◎地域経済の安定と振興を図るため、必要な施策を行う。

○町内の中小企業の振興と経営の安定化のため、経営に必要な資金の融

資を担保する。　○商工業の活性化と購買力向上のための施策を図る。

・ＩＣＴ技術の導入、企業誘致、先進事例の調査及び研究　・ショッピングカード

利用促進（推進キャンペーンの実施）導入店舗拡大　・にぎわいづくり起業者

等サポート事業の効果的な推進　・綺羅カード事業の支援継続及び拡充

（キッズカード）　・綺羅街道商店街でのイベント開催　・町民センターを有効活

用した販売戦略の展開　・商工会を指定管理者とした町民センター運営・管

理体制の構築

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 48,228
07 商工費 決　算　額 45,001
01 商工費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 商工業振興費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 預託金・貸付金 17,000
単独事業 一般財源 28,001

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
商工会には経済振興の中核的役割を担うべく、戦略的な
活動を求める。それに伴う事業については、必要に応じた
補助を行う。
　中小企業特別融資事業は新規起業者支援制度等を網
羅しながら制度の再設計について検討する。いずれの事
業実施にあたっては、商工会との連携はもとより、地元商
工業者の理解が不可欠である。

・中小企業特別融資事業融資件数  ７事業者
・綺羅カード事業の支援継続及び拡充（キッズカード
の実施）
・起業者等支援補助制度（にぎわいづくり起業者等
サポート事業）　実施件数　６件

・融資制度設計の精査　　　　　　　　　　　　　　　　　・
融資先の経営実態把握　　　　　　　　　　　　・起業者
等支援補助制度（にぎわいづくり起業者等サポート事
業）の制度改正

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

東日本大震災の影響により、本町の昨年度上半期の観光入込客
数は１７万人減少し経済的な損失が生じた。対外的要因による観
光業への影響を少なくなる体質の改善と新しい概念によって横ばい
傾向の観光業に刺激を与えるビジネスモデルの事業化に取り組む
必要性がある。
また、本町には、観光資源化できるような環境関連施設が数多くあ
り、それらの有効活用と産業間連携による取組みが喫緊に必要と
なっている。

予
算
科
目

一般会計
総務費 決　算　額 11,259

細事業名

事業コード 149600-00

事業名 環境型旅育創出事業 - 事業期間

1 総務管理費
財
源
内
訳

国庫支出金

起債

24

10,000
6 企画費 道支出金 0

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 0
2

0

経費区分
臨時的経費 電気自動車補助 780
補助事業 一般財源 479

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
観光業は１年を通して楽しめるフィールドがあるが、地域観
光資源を生かしきれておらず、産業間や事業者間、地域
間の連携不足等の課題がある。
持続可能な地域経済の確保や住民生活の安定化と同時
に、ニセコ町が積極的に取組んできた自然環境保全の取
組みやエネルギー等の環境対策の地域観光資源化の取
組みも大きな地域課題となっている

当初予定していた４点の項目について、委員会内で
検討を行い、取りまとめることができた。
①　「環境型ニセコ旅育プログラム」の開発及び旅育
体験ツアー実施。②ニセコ型スモールビジネス事業
化モデルの検討とロードマップの作成。③　旅育ビジ
ネスによる新規雇用の可能性調査。④　観光クラス
ター構想の検討

事業は平成２４年度を以って完了したが、本調査に
て明らかになった課題や道筋を踏まえて、民間事業
者で継続した取り組みとなるよう、後方支援体制を整
える。課題として、財政的支援、組織支援等を検討
する。

５．商工業と農業、観光業との連携を進め、地域産業の活性化を目指します

担当者職氏名 係長　淵野伸隆 政策分類 ７．商工業

担当課係名 商工観光課　商工労働係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

5．商工業と農業、観光業の連携を進め、地域産業の活性化を目指します

担当者職氏名 課長　福村　一広 政策分類 8.観光業

担当課係名 企画環境課経営企画係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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【戦略ビジョン】

【政策分類】

　　総合計画の体系

６．環境や地域文化を生かした観光を進めます

１．土地利用

３．生活環境

８．観光

平成24年度　事業の実績
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

地域経済への波及効果により広く経済効果が期待さ
れる観光事業の振興を図る。
【基本戦略】
・環境との調和　　・人材育成・交流
・地域資源の活用　　・プロモーション活動の強化
・広域観光の推進　　・受入れ環境の整備

細事業名 - 事業期間 24

予
算
科
目

一般会計

起債

事業コード 131100-00

事業名 観光振興事業

41,928
07 商工費 決　算　額 34,013

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

01 商工費
財
源
内
訳

02 観光費 道支出金 5,784
国庫支出金

経費区分
経常的経費 地域づくり研修会支援金 300
単独事業 一般財源 27,929

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

東日本大震災に伴う原子力発電所事故など
の影響により外国人観光客の入込が落ち込
んでいることから、国際競争力の高い魅力あ
る観光地づくりとともに外国人受入体制の充
実、誘客活動を一層進める必要がある。

観光入込客数については、上半期は対前
年度比98.9％と若干減少となったが、下
半期は対前年度比108.9％とし、回復基
調へと転換することができた。
H24観光入込：1,411千人(前年比
104.3％)

ニセコ、倶知安両町の観光振興に取り組
む組織「ニセコ観光局」の設置に向けた検
討を進める。

事業コード 131200-00

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

６．環境や地域文化を生かした観光を進めます

８．観光

担当課係名 商工観光課観光戦略推進係 総合計画
の体系

24 年度事業名 観光施設等維持管理経費 細事業名 - 事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債
経常的経費
単独事業

07
町が管理している観光関連施設を安全かつ快適に利
用できるよう適正な管理を行う。

予
算
科
目

一般会計

02 観光費
01 商工費

商工費

経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

施設使用料等

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

25,913
27,398

道支出金

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

ビュープラザは、より利用者が快適に施設を利用できるよ
うに、トイレ棟の塗装、案内看板の充実などの営繕工事を
行う。
また、ビュープラザ及びＪＲニセコ駅のトイレについては、日
常の清掃のほか、半期に一度の割合で専門業者による清
掃を実施し、清潔感を維持する。

綺羅乃湯については、サウナ室の改修を行い、施設
が適切に運営できるよう措置した。
ビュープラザについては、トイレ棟の外壁及び直売所
屋根の塗装工事をはじめ、必要とする修繕を適宜行
い、施設の安全性、利便性を確保した。
H24ﾋﾞｭｰﾌﾟﾗｻﾞ入込：603千人(20.5％減)

今後とも必要な設備改修や修繕を適宜行い、観光
客の安全確保及び利便性向上に努める。
なお、ﾋﾞｭｰﾌﾟﾗｻﾞについては施設の老朽化など、今後
の再整備方針を検討する。

11,192
16,206

事業コード 148300-00

事業名 観光施設整備事業 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　現在の五色温泉休憩所は昭和５７年に建設された
ものであり、老朽化が著しいことから、現施設を解体・
撤去の上、ニセコ町の地域情報や自然環境について
の情報を適時に提供できる休憩所を新たに整備す
る。

予
算
科
目

一般会計
商工費 決　算　額 51,921

01 商工費
財
源
内
訳

国庫支出金
02 観光費 道支出金 21,971

投資的経費 その他
単独事業 一般財源 150

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 52,982
07

起債 29,800

経費区分

現休憩所の工事期間中において代替施設設
置は行わず、近隣のニセコ野営場で情報提
供を行うこととしていることから、利用者に不便
を来さないよう留意する。
また、新たな施設が適切に運営されるよう、
運営体制について検討する必要がある。

五色温泉インフォメーションセンター（平成
24年12月14日完成）
　木造平屋建
　建築面積　 　139.12㎡
　延床面積  　 115.93㎡

五色温泉インフォメーションセンターにつ
いては、指定管理者制度を導入し適切な
観光情報の発信に努める。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

６．環境や地域文化を生かした観光を進めます

担当者職氏名 係長　淵野伸隆 政策分類 ８．観光

担当課係名 商工観光課観光戦略推進係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

６．環境や地域文化を生かした観光を進めます

担当者職氏名 係長　淵野伸隆 政策分類

担当課係名 商工観光課観光戦略推進係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

８．観光

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　淵野伸隆 政策分類
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【戦略ビジョン】

【政策分類】

10．社会教育

11．芸術・文化

12．スポーツ

平成24年度　事業の実績

14．高齢者福祉

　　総合計画の体系

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

８．観光

９．学校教育
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

担当課係名

　教員住宅の老朽化により、修繕箇所が多い
ことから、修繕要望がある箇所について計画
的に修繕を行なうとともに、適宜修繕箇所の
聴取及び現状把握を行なう。また、入居者に
対して住宅の適正な維持管理・草刈・除雪等
の環境整備を引き続き啓発する。

　教員住宅は、建築後３０年以上を経過
している物件が３９戸中１７戸あり、老朽化
による修繕箇所が多い。極力経費のかか
らない修繕で対応している。予算の範囲
内で対応できない改修内容は別途改修
工事の検討を行う必要がある。

　破損箇所が多い住宅があることから、破
損状況を確認しながら、随時改修工事を
行う。また教員住宅の改修を計画的に実
施し、住宅の長期利用を促進していくため
次年度予算計上に向けた業務を進めて
いく。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,408
10

起債

経費区分
経常的経費 教員住宅貸付料等 2,343
単独事業 一般財源 0

2,343
01 教育総務費

財
源
内
訳

国庫支出金
03 教職員住宅費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　教育委員会で所管する小・中・高等学校職員の住
宅の維持管理及び修繕を適正に行い、居住環境を
整える。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 137500-00

事業名 教職員住宅維持管理経費

担当課係名

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　業務量の増加により経常経費が増加傾向
にあるが、業務の計画的な執行に努める。

　業務量の増加により、同時進行での業
務遂行が必要となり、一部業務の遅延が
生じたが、計画していた教育委員会事務
局総務事務を実施することができた。

　法令・規則に従い行わなければならない
業務が多く、特に教職員の服務に係る調
査・通知等迅速に対応が必要な業務が
重なっていることから、業務量を減らせな
い状況にあるが、計画的に業務の執行に
努めていく必要がある。

5,005

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

6,211
5,005

道支出金

10
　教育委員会事務局総務事務として、教育長の動静
確認、教育委員会各担当係及び学校等教育機関と
の調整、転入教職員の校外研修、教育委員会公用
車の管理等の円滑な遂行を図る。

予
算
科
目

一般会計

02 事務局費
01 教育総務費

教育費

経費区分
経常的経費
単独事業

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24事業名 教育委員会事務局経費 細事業名 - 事業期間 24

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業コード 137400-00

年度

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　教育に関する情報等を的確に把握し、施策
に即応できる体制を構築する。学校等の教育
機関との連携を図り、情報伝達や情報共有の
効率化に努める。また教育委員の資質向上
のため教育視察研修を実施し、ニセコ町に教
育事情に応じた視察研修を行う。

　各関係機関との連携を図り、教育委員
会議を円滑に運営し、教育行政を推進す
ることができた。教育委員会議は、定例会
６回、臨時会８回開催した。

　教育委員の道外先進地視察研修を実
施することにより、地域力・教育力など地
域の実情について学びながら、ニセコ町に
おける教育委員の資質向上を図る。

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　芳賀　善範

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 1,864

01 教育委員会費 道支出金
財
源
内
訳

国庫支出金

起債

1,949
10 教育費 決　算　額 1,864

事業コード 137200-00

事業名 教育委員会経費 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律により
組織構成する教育委員会を円滑に運営することで、
学校教育・社会教育・社会体育・生涯学習・文化の
発展を目的とし、本町教育行政を推進し確立させる。
教育委員の資質向上を図るため道内研修を実施す
る。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

01 教育総務費

細事業名 - 事業期間 24

政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課総務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

学校教育課総務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　芳賀　善範 政策分類 ９．学校教育

学校教育課総務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　芳賀　善範 政策分類 ９．学校教育
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担当者職氏名 係長　芳賀　善範 政策分類

学校教育課総務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

９．学校教育

学校教育課総務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　芳賀　善範 政策分類 ９．学校教育

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当課係名 学校教育課総務係

担当課係名

　転入教職員歓迎会は、転入教職員以外か
ら１人２，０００円の負担金を徴収し、転入教
職員分は公費で賄う。交流を深め連携調整
をとることを目的とするため、転入教職員の積
極的な参加をしていただくよう参加しやすい場
の工夫を考慮する。

　転入教職員歓迎会で親睦を深めること
で、転入教職員がニセコ町に慣れ親し
み、互いの関係を深めることができた。ま
た、転入教職員校外研修では町長の講
話と町内教育施設を視察し、ニセコ町へ
の理解を深めてもらった。

　転入教職員の歓迎会及び校外研修に
ついては、来年度以降も継続して実施す
るにあたり、工夫改善を検討していく。教
職員の研修事業について予算化してお
り、適切に実施していく必要がある。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 272
10

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 272

272
01 教育総務費

財
源
内
訳

国庫支出金
04 教育諸費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　転入教職員歓迎会では、転入教職員と教育委員
会職員との連携を図るため、交流の場を設け、業務
執行における円滑な連絡調整を行なうことを目的とす
る。また、転入教職員に対し町内視察研修を実施す
る。また、道内及び管内の教育行政に関係する各団
体との連絡体制をとる。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 138520-00

事業名 総務事務局経費

担当課係名

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

33,400

財
源
内
訳

　建築部局との連携を取りながら、事業の早期実
施により教員住宅の不足する状況を解消していく
必要がある。

　教員住宅建設工事は、当初予算措置が難し
いとの国からの通知であったが、予算化された
ことにより事業を実施した。決定通知が遅れた
ため、事業着手が遅れ、冬期間にまで工事期
間がずれ込んだが計画的な施工により工事内
容に支障がないよう実施できた。

　外構工事が、施工条件の良い次年度となっ
たため、早期に実施する必要がある。建築年
数が３０年以上経過した住宅が多数あるため、
改修も含めて新築についても検討していく必要
がある。

0
9,118

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

教員住宅貸付料等

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

0
85,447
42,929

道支出金

10
　教育委員会で所管するニセコ小学校の教職員住宅
を建設し、不足する住宅の確保を図る。

予
算
科
目

一般会計

03 教職員住宅費

01 教育総務費
教育費

経費区分
投資的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 教職員住宅建設事業 細事業名 - 事業期間 24

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　芳賀　善範 政策分類 ９．学校教育

事業コード 137700-00

総合計画
の体系

戦略ビジョン

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　建築部局との連携を取りながら、事業の早
期実施により教員住宅の不足する状況を解
消していく必要がある。
　また、必要な改修も計画的に実施し老朽化
による居住環境を改善する必要もある。

　教員住宅改修工事は、他業務との同時
進行により一部遅延が生じたが、計画した
工事は実施完了した。また、年次計画に
伴う次年度改修工事の現況確認も実施
した。

　老朽化した住宅が多いため、次年度以
降も計画的に継続した改修が必要。また
教員住宅の建替についても計画的に実施
する必要があるため、国に交付金の要望
を継続して行う。

経費区分
投資的経費 教員住宅貸付料等 5,002
単独事業 一般財源 9,084

道支出金
起債

教育費 決　算　額 14,086
01 教育総務費

財
源
内
訳

国庫支出金
03 教職員住宅費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　教育委員会で所管する小・中・高等学校の教職員
住宅を整備し、居住環境を充実させるため、教員住
宅の改装工事、雪止めフェンス設置工事、屋根及び
木部塗装工事及び解体工事を実施する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 14,086
10

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 137600-00

事業名 教職員住宅改修事業
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７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン

教職員巡回健康診断は、倶知安厚生病院に
委託して、ニセコ町民センターで８月に実施す
る。

教職員健康診断は特に事故等なく完了し
た。
（教職員健康診断受診者数　61名）
また、教育研究団体への補助を行い、教
職員の資質向上のための研修活動の支
援を行った。

教職員健康診断の会場はH25年度は役
場第二庁舎を利用する。教育研究団体
への補助は継続するとともに、補助申請
や実績報告において事業の計画や成果
を具体的に示すよう指導を行う。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,545
10

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 1,545

1,545
01 教育総務費

財
源
内
訳

国庫支出金
04 教育諸費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　教職員の資質の向上を目指すため、後志教育研修
センターをはじめとする各種研修への参加を勧めるほ
か、町内教育研究団体への支援を行なう。
　また、教職員の健康保持増進を目的に、人間ドッ
ク、巡回定期健康診断を実施する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 138100-00

事業名 教職員福利厚生研修費

転入などで入学してきた児童、生徒の対応
（バス停の設置等）が迅速に対応できない。ま
た、シャトルバスがデマンドバスに移行した後
はスクールバスのみになることから、バス停の
変更の検討が必要となり、調査を行う。

特別な事故も無く運行が確保できた。
なお、10月1日からシャトルバスの廃止に
伴いスクールバスとして単独運行となり、
転入などによるバス停の配置の対応がス
ムーズにできるため、通学の安全対策を
できる限り行うことができるようになった。

交通量の多い国道・道道の横断や冬期
間のバスを待っている場所などの対策とし
てバス停の位置の変更や路線の経路の
見直しなど、特に低学年に配慮した中で
対応する必要がある。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

一般財源 36,475

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 36,802
10

起債
道支出金

経常的経費 その他
経費区分

決　算　額 36,475
01 教育総務費

財
源
内
訳

国庫支出金
04 教育諸費

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

町内の小・中・高等学校に通う遠距離通学の児童生
徒の通学対策として、スクールバスを運行している。

予
算
科
目

一般会計
教育費

単独事業

事業コード 138000-00

事業名 スクールバス運行経費 細事業名 - 事業期間 24

健康診断の実施にあたり、各学校・医療機関
との連絡調整による日程等の決定に時間が
かかる。またニセコ医院や町民センターで健
康診断を行う際は公用車で児童生徒を送迎
するため交通事故が起きないよう注意を払
う。

児童生徒の健康診断は特に事故等なく
完了した。児童生徒の健康状態を学校が
把握することで普段の授業や学校生活で
注意を払うことができ、児童生徒の健康
管理をしっかり行なうことができた。

各検診の日程などスムーズな運営を学校
や医師との調整と連携を図る。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,095
10

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 874

1,057
01 教育総務費

財
源
内
訳

国庫支出金 183
04 教育諸費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

学校保健安全法に基づき児童生徒の健康を保持す
るため、心身の発達や健康の情報を把握することを
目的に実施する。単に疾病異常を発見するだけでな
く、適切な事後処理や指導を行うための積極的な健
康管理に資する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

政策分類 ９．学校教育

事業コード 137900-00

事業名 児童生徒健康診断経費

政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一
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・ALTを各学校・幼児センターに派遣し、生の外国語
を直接見て聞き取り発声することで児童生徒の外国
語への関心と学習効果を深めた。
・専門の学校ネットワーク管理職員を各学校に派遣
し、教職員では対応できないパソコン機器及びネット
ワーク等のトラブルの対応・解決を図り、学校運営業
務に支障が生じないよう対応できた。

担当課係名

・子ども議会の時期、規模、方法について、過去の案件踏
まえ進める。
・児童生徒の安全確保、学校の安全管理について今後も
継続した取組として、110番模擬訓練を実施する。
・小中学校及び幼児センターへのＡＬＴの配置により外国
語教育や外国語に親しむ場の提供を進める。

・子ども議会が事故なく実施され、参加した児童生徒
の議会体験と子ども議会だよりの作成を行い町内に
配布して活動内容を広報した。
・綺羅街道沿いでニセコ小学校５年生の児童による１
１０番模擬訓練を実施し、地元商店と観光協会の協
力を得て不審者に遭遇した際の対処法を学んだ。

・ＡＬＴ派遣事業の推進のための財源措置の確保。
（補助メニューや起債の確認）
・110番模擬訓練の実施を通した児童の安全確保対
策の継続や、不審者情報の共有による学校・警察・
教委・関係機関との連携を図る。
・学校ICT機器の効果的な利用を図るため、パソコン
やネットワーク等のトラブルに迅速に対応する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

道支出金
起債

単独事業 一般財源
経費区分

13,998

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

財
源
内
訳

国庫支出金

24 24 年度

14,450
13,998

04 教育諸費

事
業
目
的
・
目
標

学校教育係で掌握する各学校の事務的経費を一括
して経理しすると共に、事業内容で一括できる内容に
ついて推進し事務の効率化を図る

予
算
科
目

一般会計
教育費

01 教育総務費
10

事業コード 138300-00

事業名 学校教育事務経費 細事業名 - 事業期間

担当課係名

決　算　額

経常的経費 その他

事業実施時の問題点・検討課題

今後の事業方針

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 4,249
10

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 3,751

3,751
01 教育総務費

財
源
内
訳

国庫支出金
04 教育諸費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

児童生徒及び就学前児童などの適正な教育措置の
判断を行なうため、各関係機関との連携を充にしなが
ら、児童生徒及び保護者に対する就学指導や教育
相談を実施する。また、学校行事等で利用するバス
の借上により、学校行事への適切な措置を図る。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 138200-00

事業名 児童生徒教育事務経費

Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

　障害のある幼児・児童生徒に対する教育的
支援の充実を図るため、幼児センター、町保
健師、小中学校、教育委員会で構成する「ニ
セコ町特別支援連携協議会」を活用する。

ニセコ町特別支援連携協議会やニセコ町
就学指導委員会により特別支援を要する
児童生徒及び就学前児童の状況を共有
し適正な就学支援を行うことができた。ま
た学校行事によるバスの借上では予算の
範囲内で各学校が行事の調整を行ない、
予算内の執行ができた。

新就学児童について、普通教室、特別支
援教室又は普通教室で特別支援講師を
つけるかの判断を行うため、児童の保護
者の意向や学校・幼児センターや関係機
関との連携を図り、適正な教育支援を進
めていく。

学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

上記事業の続き
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今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

教材備品については早期発注をし、授業に活用で
きるようにする。
ニセコ小学校グランド周辺の雑草がグランド内に侵
食してきていることから、運動会前に草取り作業を
実施する。

・普通学級で個別支援を要する児童のために特別支
援講師を3名配置し、授業のサポートや児童の学習
支援を行った。
・授業に使用する教材備品をの購入を早期に行い、
授業に活用するとともに、学校施設の維持管理に要
する燃料等の節約に努め、光熱水費・灯油代は予算
内の執行ができた。

・引き続き学校施設の光熱水費・灯油代等の節約に
努める。
・個別支援を必要とする児童の把握を行い、特別支
援講師の配置の検討を行なう。
・学習指導要領に対応した学習教材の早期発注に
努める。

その他 76
単独事業 一般財源 20,401

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 20,940
10

起債
道支出金

経費区分
経常的経費

20,477
02 小学校費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 学校管理費

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 138700-00

事業名 小学校運営経費 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

各小学校において、地域や学校の実態等を踏まえた
創意工夫ある学校経営の充実に努めるため、小学校
運営に必要な諸経費を計上し、安定した学校経営を
推進する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

総合体育館のアリーナの改修工事の時期と重なる
ため体育館が利用できない期間が２週間から１ヵ
月半の間で想定されていることから、担当課と連携
をとって児童生徒や町民の利用にできるだけ支障
がないよう施工する。

体育館の改修工事は事故無く完了した。アリーナの
照明をLED電球に替え環境に配慮し、器具庫の扉を
鉄製のものに替え丈夫なものにした。放送設備も更
新を行い、全校集会や学芸会、入学式、卒業式など
の行事で活用していく。また学校開放用に体育館用
の玄関を新しく設置し、一般の人が出入りできるス
ペースを設置した。

今後においても適正な維持管理を行なっ
ていき、学校運営が円滑に図れるよう、適
宜点検等を行っていく。

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 87,418
10

起債 66,500

経費区分
投資的経費 その他
単独事業 一般財源 226

87,307
02 小学校費

財
源
内
訳

国庫支出金 20,581
01 学校管理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ小学校体育館は老朽化による破損があり、児
童の安全な教育環境を確保するため、大規模な改
修工事を実施する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

担当課係名

事業コード 138600-00

事業名 小学校改修事業

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

委託事業の実施にあたり、各学校・幼児センターの
学校評価の現状を確認・整理し、幼児センターか
ら高校までが連携した学校評価の取組方策を検
討するため、先進地視察研修や道教委・大学教授
からの助言などをもらいながら、委託期間までにガ
イドラインの作成を完了する。

ニセコ町学校評価ガイドラインの作成を完了す
ることができ、各学校・幼児センター、道内教
育委員会、後志管内学校・幼稚園等に配布し
た。

H25年度から学校評価ガイドラインに沿って、
各学校・幼児センターが学校評価業務を行っ
ていくとともに、学校評価の連携を図るための
委員会を立ち上げ、ガイドラインの実践を行う。

0

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

1,243
792
792

道支出金

10
文部科学省の委託事業として「平成２４年度実効性
の高い学校評価・情報提供の充実・改善等に向けた
取組に係る委託事業」をニセコ町教育委員会で実施
するにあたり、ニセコ町立学校・幼児センターで行う学
校評価を効果的に取組にしていくためのガイドラインを
作成する。

予
算
科
目

一般会計

04 教育諸費
01 教育総務費

教育費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 教育研究活動経費 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 138500-00

学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

床ワックス清掃は夏休み期間中に実施するため、
小学校と業者との早期の日程調整を行ない、学校
運営に支障がないよう進めていく。
小学校の施設で消耗した箇所や老朽による修繕
が必要な箇所を確認して、学校運営に支障がでな
いよう努める。

・設備の保守点検及び床ワックス塗布を実施
し、適正な維持管理を行なった。

・近藤小学校の校舎及び体育館の損傷がある
ことから、損傷箇所を点検し、大規模な改修
計画をたてる。

2,830

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

3,007
2,830

道支出金

10
各小学校の施設を適正に維持管理を行なうことによ
り、児童や学校職員、保護者等にとって安全安心な
施設として管理する。

予
算
科
目

一般会計

01 学校管理費
02 小学校費

教育費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 小学校施設維持管理経費 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 138800-00

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

来年度への課題・改善点等

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

ニセコ小学校内部の運営において、ニセ
コ小学校の学校職員の管理のもと、予算
の執行など適切に行われた。

引き続き、ニセコ小学校の学校職員の協
力により経費の節約を意識した運営を
行っていただくため、指導等を行っていく。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

1,660

単独事業 一般財源 1,660
経費区分

経常的経費

1,688

起債
道支出金

決　算　額

24 24

02 小学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

その他

10

年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ小学校において地域や学校の実態等を踏まえ
た創意工夫ある学校経営の充実に努めるため、ニセ
コ小学校の運営に必要な諸経費を計上し、安定した
学校経営を推進する。

予
算
科
目

一般会計
教育費

01 学校管理費

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業コード 139200-00

事業名 ニセコ小学校運営経費 細事業名 - 事業期間

来年度への課題・改善点等
決定にあたって、民生委員協議会の意見を参考とするほ
か、親と同居母子世帯の取扱いを「児童扶養手当に係る
受給資格者と扶養義務者との生計関係の判断」に準じ、
実態に応じた支援を行う。
該当となる児童が転入・転出の際には随時対応する。

就学奨励を必要とする保護者の申請に対して教育
委員会議や民生委員協議会の審査を受け、就学奨
励費を支給した。
＜要保護、準要保護対象者＞

対象世帯数　21世帯　対象児童　30名

認定割合　　ニ小　12.5％　近小　21.0％

＜特別支援教育対象者＞

対象世帯数　　6世帯　対象児童　6名

民生委員の協力により生活実態の状況を勘案してい
るが、町外からの転入者が多く、民生委員でも確認し
きれない保護者が増えてきているが、審査方法は継
続して実施することで進める。

経費区分
経常的経費 その他
補助事業 一般財源 2,366

3,093
10

起債

2,442
02 小学校費

財
源
内
訳

76
02 教育振興費 道支出金

24

教育費 決　算　額
事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

国庫支出金

年度

事
業
目
的
・
目
標

経済的な理由により、就学が困難と認められる児童
の保護者に対して必要な援助を与え、また、特別支
援教育を受けているものに対しても必要な援助を実
施し、義務教育の円滑な実施を目的とする。

予
算
科
目

一般会計

細事業名 要保護準要保護児童就学援助経費事業名 小学校教育振興経費 事業期間

事業コード 139500-02

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

今後の事業方針 Ｂ

９．学校教育

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

政策分類 ９．学校教育

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系担当者職氏名 係長　三橋　公一

９．学校教育

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類

24

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類
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学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

近藤小学校の教育指導の実践に必要な
諸経費の執行について、適切に執行し
た。

近藤小学校の教育指導に必要な経費に
なるよう、創意工夫のある実践的な教育
指導の内容について学校の意向を踏まえ
た精査を行なう。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 286
10

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 262

262
02 小学校費

財
源
内
訳

国庫支出金
02 教育振興費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

近藤小学校の創意工夫のある教育指導を実践して
いくうえで、必要な諸経費を計上し、教育目標に向け
た児童への授業等の実践を推進していく。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 139800-00

事業名 近藤小学校教育振興経費

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

近藤小学校内部の運営において、近藤
小学校の学校職員の管理のもと、予算の
執行など適切に行われた。

引き続き、近藤小学校の学校職員の協
力により経費の節約を意識した運営を
行っていただくため、指導等を行っていく。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 912
10

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 829

829
02 小学校費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 学校管理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

近藤小学校において地域や学校の実態等を踏まえ
た創意工夫ある学校経営の充実に努めるため、近藤
小学校の運営に必要な諸経費を計上し、安定した学
校経営を推進する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 139400-00

事業名 近藤小学校運営経費

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

ニセコ小学校の教育指導の実践に必要
な諸経費の執行について、適切に執行し
た。

ニセコ小学校の教育指導に必要な経費
になるよう、創意工夫のある実践的な教
育指導の内容について学校の意向を踏ま
えた精査を行なう。

学校教育課学校教育係　

その他
単独事業 一般財源 1,541

総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

経費区分
経常的経費

事業実施時の問題点・検討課題

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名

02 教育振興費 道支出金

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

決　算　額 1,541
当初予算額 1,555

10 教育費
02 小学校費

財
源
内
訳

国庫支出金

起債

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ小学校の創意工夫のある教育指導を実践して
いくうえで、必要な諸経費を計上し、教育目標に向け
た児童への授業等の実践を推進していく。

予
算
科
目

24 24 年度

事業コード

細事業名 - 事業期間

139600-00

事業名 ニセコ小学校教育振興経費
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目
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目

床ワックス清掃は夏休み期間中に実施するため、
中学校と業者との早期の日程調整を行ない、学校
運営に支障がないよう進めていく。
中学校の施設で消耗した箇所や修繕が必要な箇
所を確認して、学校運営に支障がでないよう努め
る。

・設備の保守点検及び床ワックス塗布を
実施し、適正な維持管理を行なった。ま
た録別支援教室に網戸を設置し、教室環
境の改善を図った。

・学校施設を適正に維持管理するため
に、設備や建物の状態を把握し、計画的
な修繕等を行う。
・校舎特別教室棟の屋上の天窓から雨漏
りがあり天井や床が損傷していることから
修繕を行う。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,191
10

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 1,130

1,130
03 中学校費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 学校管理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

中学校の施設を適正に維持管理を行なうことにより、
生徒や学校職員、保護者等にとって安全安心な施
設として管理する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 140100-00

事業名 中学校施設維持管理経費

中学校の授業で活用する教材備品については早
期発注をし、授業に活用できるようにする。

・普通学級で個別支援を要する生徒のために
特別支援講師を1名配置し、授業のサポート
や生徒の学習支援を行った。
・新学習指導要領に対応した教材備品や一般
備品の購入を早期に行い、授業への活用を
図った。

・学校施設の光熱水費・灯油代の節約に努め
る。
・個別支援を必要とする生徒の把握を行い、
特別支援講師の配置の検討を行なう。
・学習指導要領に対応した学習教材の早期発
注に努める。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 12,547
10

起債

経費区分
経常的経費 その他 40
単独事業 一般財源 11,970

12,010
03 中学校費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 学校管理費 道支出金

24 年度

事
業
目
的
・
目
標

中学校において、地域や学校の実態等を踏まえた創
意工夫ある学校経営の充実に努めるため、中学校運
営に必要な諸経費を計上し、安定した学校経営を推
進する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

事業コード 140000-00

事業名 中学校運営経費 細事業名 - 事業期間 24

９．学校教育

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

９．学校教育

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

来年度への課題・改善点等

申請から支出まで遅れなく進め、部活動運営
に支障のないよう事務を進める。

ニセコ中学校の各種部活動を支援するた
め補助金を交付した。各種大会等に参加
し、次年度に繋がる自信や目標を得るな
ど大きな成果をあげた。
全道大会出場：柔道、バドミントン、卓球、
スキー（アルペン）、陸上

申請から支出まで遅れなく進め、部活動
運営に支障のないよう事務を進めることで
指導する。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

決　算　額 974

単独事業 一般財源 974

1,717

起債
02 教育振興費 道支出金
03 中学校費

財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

その他

事
業
目
的
・
目
標

中学校の部活動に対して補助をするとともに、各種大
会における経費を支援することで、部活動の運営を円
滑にするため推進する。

予
算
科
目

一般会計
教育費10

経費区分
経常的経費

事業期間 24 24 年度事業名 中学校教育振興経費 細事業名 中学校教育振興経費

事業コード 140800-01
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事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

経費区分
経常的経費 その他
補助事業 一般財源 3,096

起債

決　算　額 3,096
03 中学校費

財
源
内
訳

国庫支出金
02 教育振興費 道支出金

年度

事
業
目
的
・
目
標

経済的な理由により、就学が困難と認められる生徒
の保護者に対して必要な援助を与え、また、特別支
援教育を受けているものに対しても必要な援助を実
施し、義務教育の円滑な実施を目的とする。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,236
10 教育費

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

９．学校教育

学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類

担当課係名

政策分類 ９．学校教育

９．学校教育

ニセコ中学校運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事業コード 140700-00

事業名

学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系係長　三橋　公一担当者職氏名

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

ニセコ中学校の教育指導の実践に必要
な諸経費の執行について、適切に執行し
た。

ニセコ中学校の教育指導に必要な経費
になるよう、創意工夫のある実践的な教
育指導の内容について学校の意向を踏ま
えた精査を行なう。

2,175

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

2,411
2,175

道支出金

10
ニセコ中学校の創意工夫のある教育指導を実践して
いくうえで、必要な諸経費を計上し、教育目標に向け
た生徒への授業等の実践を推進していく。

予
算
科
目

一般会計

02 教育振興費
03 中学校費

教育費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 ニセコ中学校教育振興経費 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 140900-00

事業名 中学校教育振興経費

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一

細事業名 要保護準要保護生徒就学援助経費 事業期間 24

事業コード 140800-02

24

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

ニセコ中学校内部の運営において、ニセ
コ中学校の学校職員の管理のもと、予算
の執行など適切に行われた。

・ニセコ中学校の学校職員の協力により
経費の節約を意識した運営を行っていた
だくため、指導等を行っていく。

担当課係名 戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

財
源
内
訳

1,578

国庫支出金

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

1,609
1,578

道支出金

10
ニセコ中学校において地域や学校の実態等を踏まえ
た創意工夫ある学校経営の充実に努めるため、ニセ
コ中学校の運営に必要な諸経費を計上し、安定した
学校経営を推進する。

予
算
科
目

一般会計

01 学校管理費
03 中学校費

教育費

経費区分
経常的経費
単独事業

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン

政策分類

決定にあたって、民生委員協議会の意見を参考と
するほか、親と同居母子世帯の取扱いを「児童扶
養手当に係る受給資格者と扶養義務者との生計
関係の判断」に準じ、実態に応じた支援を行う。
該当となる生徒が転入・転出の際には随時対応す
る。

就学奨励を必要とする保護者の申請に対して教育委員会

議や民生委員協議会の審査を受け、就学奨励費を支給し

た。

＜要保護、準要保護対象者＞

対象世帯数　21世帯　対象生徒　22名

認定割合　　17.4％

＜特別支援教育対象者＞

対象世帯数　　2世帯　対象生徒　2名

民生委員の協力により生活実態の状況を
勘案しているが、町外からの転入者が多
く、民生委員でも確認しきれない保護者
が増えてきているが、審査方法は継続し
て実施することで進める。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）
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今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

学校運営の健全化のため計画的な執行をす
る。印刷物は生徒募集の始まる７月までには
完成させる。

概ね計画のとおり遂行。 効果的な経費節減を継続する。

59
3,632

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

災害共済掛金

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

3,729
3,691

道支出金

10
学校運営を円滑及び有効に推進する。

予
算
科
目

一般会計

02 定時制高等学校管理費

04 高等学校費
教育費

経費区分
経常的経費
単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

細事業名 - 事業期間 24

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

事業コード 141300-00

24 年度事業名 定時制高等学校運営経費

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

外国語指導助手の生徒の指導力向上並びに
地域との交流を深めるため効果的な執行に
努める。

外国語指導助手の生徒への指導力も向
上し、英会話教室を通して国際交流活動
も円滑である。

現在の外国語指導助手を有効に活用し、
さらなる事業の円滑化を図る。

経費区分
臨時的経費 社会保険料等 499
単独事業 一般財源 4,192

財
源
内
訳

国庫支出金

起債
道支出金

教育費
04 高等学校費
01 高等学校総務費

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

事業コード 141100-02

事業名 高等学校運営経費

10

細事業名 外国語指導助手招致事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

幼稚園、小、中、高等学校の児童生徒に対する英語
指導及び地域における国際交流活動を目的としてい
る。

政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人

政策分類 ９．学校教育

予
算
科
目

一般会計 4,729
決　算　額 4,691

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

事務の効率化を目指す。 概ね計画のとおり遂行。 長期・短期でのニセコ高校のあり方につい
て、協議・検討が必要。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　継続　）

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 304
10

起債

経費区分

道支出金

単独事業 一般財源 337

決　算　額 337
04 高等学校費

財
源
内
訳

国庫支出金

経常的経費 その他

01 高等学校総務費

事
業
目
的
・
目
標

学校運営事務を円滑に行う。

予
算
科
目

一般会計
教育費

事業期間 24 24 年度

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

細事業名

事業実施時の問題点・検討課題

事業コード 141100-01

事業名 高等学校運営経費 高等学校運営経費
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04

経常的経費

02

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

９．学校教育

一般財源

定時制高等学校管理費

事業コード 141600-00

今後の事業方針 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

健康診断の実施に際して、教育委員会及び
教諭、養護教諭と連携し適正に執行する。

計画どおり実施した。 学校保健安全法に基づき、生徒の健康
管理のため継続する。

単独事業
経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

学校保健安全法に基づき生徒の健康保持増進する
ため、心身の発達や健康の情報を把握することを目
的とし、疾病異常を発見と、適切な健康管理に資す
る。

予
算
科
目

一般会計
10 教育費

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 117

起債
その他

97

97

24 24 年度

高等学校費
財
源
内
訳

国庫支出金
道支出金

決　算　額

定時制高等学校生徒健康診断経費 細事業名 - 事業期間

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業名

来年度への課題・改善点等

本校の農業教育の中心となる施設であるので
教育環境の整備に努める。前年度新設した
エアハウスについて農業実習作業に支障のな
いよう管理する。

概ね計画のとおり遂行。２３年度に建設し
たエアハウスについて、適正に管理してい
る。

エアハウスについての将来像を、高校、企
画環境課、農政課などが一体となって検
討しなければならない。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

今後の事業方針 Ｂ

1,077

決　算　額 6,127

単独事業 一般財源 5,050

02 定時制高等学校管理費

5,837

起債
道支出金

財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

生産物売払収入

10

経費区分
臨時的経費

04 高等学校費

24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

農業教育に係る農場、温室、車両の維持・管理にか
かる経費を計上。

予
算
科
目

一般会計
教育費

事業コード 141400-02

事業名 定時制高等学校施設維持管理経費 細事業名 農場施設維持管理経費 事業期間

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

今後の事業方針 Ｂ

概ね計画のとおり遂行。備品の購入や修
繕工事等についても適正に執行した。

当初予算で計上されている校舎カーテンの更
新を夏休み中に行う。また、校舎の維持補修
については適時行うこととする。

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

11,153

02 定時制高等学校管理費

建設から２3年が経過し、劣化等注意しな
がら校舎の維持管理に務める。

1

来年度への課題・改善点等

9,930

起債
道支出金

決　算　額 11,154
04 高等学校費

財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

私用電話料
単独事業 一般財源

事
業
目
的
・
目
標

校舎及び校庭の維持・管理にかかる経費を計上。

予
算
科
目

一般会計
教育費10

経費区分
経常的経費

事業期間 24 24 年度事業名 定時制高等学校施設維持管理経費 細事業名 学校施設維持管理経費

９．学校教育

事業コード 141400-01

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類
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担当課係名

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

舎監並びに教員を連携をとり入寮生の安全
管理に留意する。また、当初予算で計上して
いる屋根塗装について夏休みに実施する。

概ね計画のとおり遂行。備品の更新等、
適正に執行した。

建設から２2年が経過し、老朽化等も見ら
れることから、適切に対応しなければなら
ない。
現在３０名定員であるが、今後入寮者数
をどのようにするのか、高校将来像と共に
検討しなければならない。

8,340
6,548

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

寄宿舎利用料負担金

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

15,262
14,888

道支出金

10
本校に在籍する生徒で町外から遠距離通学生の便
を図り、合わせて団体生活を体験させることを目的と
している。

予
算
科
目

一般会計

04 寄宿舎管理費

04 高等学校費
教育費

経費区分
経常的経費
単独事業

24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

寄宿舎管理運営経費 細事業名 - 事業期間

事業コード 141800-00

24 年度事業名

今後の事業方針 Ｂ

草花苗、野菜苗、鉢花等の販売により資
材、種苗、肥料、農薬等経費の財源確保
を図ることができた。

農業教育の推進を図るための環境を維持す
る。農場運営経費の節減を図る。

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

農業実習に係る経費であり、さらなる効果
的な運営に努める。

道支出金
国庫支出金

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

1,839

一般財源

10

経費区分
1,839

決　算　額

03 教育振興費
財
源
内
訳

起債

24

2,154当初予算額

24 年度

その他

農業科における生徒の実験・実習及び体験的学習を
行う教育活動の基盤的役割の実践場として効果的
運用を図る。地域農業の推進を試行できる実験圃
場・生産圃場の運営を図る。

予
算
科
目

一般会計
教育費

臨時的経費

04 高等学校費

単独事業

事業コード 141700-02

事業名 高等学校教育振興経費 細事業名 農場教育振興経費 事業期間

事
業
目
的
・
目
標

各種団体補助について適切に管理を行う。授
業で使用しているパソコンが5年を経過し老朽
化等により使用できないものもあるため、計画
的更新について検討する。

概ね計画のとおり遂行。生徒、教員にか
かる補助等、適正に執行した。

教育振興と保護者負担の軽減等を目的
に各種補助を実施している事業であり、本
校の特色である農業と観光を一体とした
活動などを支援しなければならない

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人

起債

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

その他
単独事業 一般財源 13,441

事
業
費

（

千
円

）

道支出金
04 高等学校費

財
源
内
訳

国庫支出金

経費区分
経常的経費

10 教育費 決　算　額 15,058
1,617

03 教育振興費

事
業
目
的
・
目
標

時代の要請に応える農業後継者、観光産業人の育
成のため必要な特別措置を講じ、本校及び高校教育
の振興に資することを目的に教師、生徒の教育環境
の整備、学習指導、進路実現のための経費。

予
算
科
目

一般会計 当初予算額 16,285

事業期間 24 24 年度学校教育振興経費

141700-01

事業名 高等学校教育振興経費 細事業名

事業コード

政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育
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今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価
　建設後５年を経過したばかりの施設であるが、水廻り関
係等により損傷が激しい施設であるので、常に施設・設備
について見廻り点検を実施し、早目は早めの修繕対応が
必要である。　本年度は、夏場の乳幼児の健康保全のた
め１歳児保育室にエアコンを設置するため、時期を失しな
いよう実施。併せて、遊具や、環境測定を実施し安全対
策についても適切な時期に実施する。

・　室内衛生環境及び遊具点検等入園
 児の安全に係る事項を重点的に行った。
・　施設の小破修繕等は、適時実施する
 ことができた。

05 幼児センター費

来年度への課題・改善点等
・　各備品等の経年による修繕や補充に
 も留意する。

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 8,294

国庫支出金
道支出金

経常的経費 その他

8,604

財
源
内
訳
一般財源 8,604

24 年度

決　算　額

起債

事
業
目
的
・
目
標

　就学前の子どもが健やかに成長する環境をつくるた
め、幼稚園、保育所に支援センターの機能を併せ持
つ幼児センターの施設管理について、適正及び効果
的に整備、運営することを目的とする。

予
算
科
目

一般会計
教育費

単独事業

10

経費区分

細事業名 幼児センター施設管理経費 事業期間 24

事業コード 142100-01

事業名 幼児センター運営経費

給食センターは平成21年3月に完成し、施設、設備ともに
新しいが、効率的な維持管理に努め、管理経費の節減に
努める。また、設備の衛生管理には最善の注意を払うとと
もに、設備の運用についても効率的な稼動となるよう勤め
る。また、放射能汚染に対する対策を検討するとともに、
食材の安全の確保と情報の提供に努める。

節電や、効率的な経費削減に努めたため、管理経
費で３％（２６０千円）の削減となった。衛生的な設備
運用に努め、放射能汚染対策として導入した測定器
等を利用し、食材の安全に努めた。

　将来的に安全且つ効率的な施設・設備の維持管
理と調理器機の安定的に使用するための点検及び、
今後の整備計画を検討する。
　また、安心できる食材提供のための対策を継続して
実施し、方策を策定する。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 64,616
10

起債
29,116

一般財源 34,593

63,709
07 保健体育費

財
源
内
訳

国庫支出金
03 給食センター費 道支出金

事
業
目
的
・
目
標

学校給食の提供による児童、生徒の健康保持と体力
増進を図るため、特に食中毒防止のための衛生管理
を徹底するとともに、安心安全な給食事業を実施す
る。また給食の食材については地場産のものの活用
を図る。

予
算
科
目

一般会計
教育費

単独事業
経費区分

経常的経費

細事業名 - 事業期間 24

事業コード 145800-00

事業名 学校給食センター運営経費

　給食提供先の代表者との意見交換を行い、
よりよい給食運営をめざすため、適切な時期
に会議を開催し急所運営に反映すること。

　年度初め、予算前、年度末年３回開催
し、給食内容や次年度給食費などについ
て意見交換が図られた。

各学校と連携し、運営委員会議の持ち回
りを昨年度同様お願いし、委員における試
食や児童生徒の給食状況の把握をする。

今後の事業方針 Ｆ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 95
10

起債
03 給食センター費

経常的経費 その他

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ町学校給食センター設置条例により、学校給
食センターの適性かつ円滑な運営を図るため。

予
算
科
目

一般会計
教育費

単独事業

保健体育費

一般財源

財
源
内
訳

国庫支出金

決　算　額

給食費収入

01 幼児センター費

事業期間 24 24 年度

決　算　額 69

24 年度

９．学校教育

経費区分

07

69

道支出金

事業コード 145700-00

事業名 学校給食センター運営委員会経費 細事業名 - 

９．学校教育

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 事務係長　佐藤寛樹 政策分類

担当課係名 幼児センター事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 センター長　高田　生二 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校給食センター 総合計画
の体系

戦略ビジョン

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 学校給食センター 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 センター長　高田　生二 政策分類
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今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 幼児センター事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 事務係長　佐藤寛樹

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
・　幼児センター保育業務の資質向上研修に
　ついて時期を失しず内容も検討し実施する。
・　臨時保育士等のシフトの配置により効率の
　良い保育に配慮
・　業者委託の３年契約の２年目についてより
　良い給食内容とするよう業者と内容の確認
　を行う。

・　保育体制については、課題はあるもの
　の定着化してきているが、保育スタッフ
  の適正配置には課題がある。
・　業者委託の給食については、効率的
  な運営ができていると思われる。

・　将来へ目指す子育・保育のあり方を
　検証し、施設の拡張及び保育スタッフ
　の適正配置についての検討を行う。
・　給食については、運営コストのみにと
　らわれず総合的な視点から、業者委託
　を継続するかの検討を行う。

道支出金
05 幼児センター費

経費区分
経常的経費 諸収入

分担金及び使用料 27,222

財
源
内
訳

国庫支出金

1,129
単独事業

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 37,923

一般財源 12,229

決　算　額 40,580
事
業
目
的
・
目
標

学校教育法の規定に基づく幼稚園（短時間型）及び
児童福祉法の規定に基づく保育所（長時間型）の運
営を一元的に運営し、効率のよい幼児教育（保育）を
提供する。

予
算
科
目

一般会計
10 教育費

01 幼児センター費

事業名 幼児センター運営経費 細事業名 保育事業経費 事業期間 24 24 年度

事業コード 142100-02

政策分類 ９．学校教育

24 年度細事業名 幼稚園就園奨励経費 事業期間 24

事
業
目
的
・
目
標

　私立幼稚園の設置者が、ニセコ町から当該幼稚園
に通園している３才児（途中で満３才になる入園児含
む）、４才児及び５歳児の保護者に対し、入園料及び
保育料を減免する場合に、当該私立幼稚園の設置
者に別に定める基準の範囲内において補助を行うも
の。

予
算
科
目

一般会計
10

経費区分
経常的経費

01

当初予算額 605
10 教育費 524
06 社会教育費 国庫支出金

決　算　額

社会教育総務費 道支出金
起債

経常的経費 その他

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

担当課係名 町民学習課町民学習係

政策分類 10．社会教育
総合計画
の体系

事業コード 142100-03

事業名 幼児センター運営経費

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,064
決　算　額 1,528

財
源
内
訳

国庫支出金 366

起債
道支出金

教育費
05 幼児センター費

01 幼児センター費

その他
補助事業 一般財源 1,162

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　該当のある私立幼稚園を把握し、連携を図
り事務を円滑に行い、対象区分の調査実施に
より正確な階層を把握する。

・　近隣町村私立幼稚園との連携は図る
　ことができた。

次年度も連携を継続する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 幼児センター事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 事務係長　佐藤寛樹 政策分類 ９．学校教育

単独事業 一般財源 524

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業コード 142600-00

事業名 社会教育委員運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

社会教育法に基づき、社会教育計画の立案・評価な
どを行う。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

財
源
内
訳経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

会議・研修会へはできるだけ多くの委員が参
加できるように実施する。事業計画や指標の
策定、事業評価の手法について学識経験者
も交えながら、社会教育事業を推進する。

会議において事業評価を行なうことができ
たが、よりよい評価方法の確立が望まれ
る。

社会教育委員として、事業への関わりを
深める方法を検討する。中期計画が平成
２６年度で計画期間満了のため、次期計
画策定に向けた検討を行う。
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

事業コード 142800-00

事業名 社会教育行政一般事務経費

当初予算額

経常的経費 その他

担当課係名 町民学習課町民学習係

3,718
10 教育費
06 社会教育費 国庫支出金

3,716

社会教育総務費 道支出金
起債

担当者職氏名 係長　樋口範幸

当初予算額 1,440
10

事業コード 143000-01

起債

06 社会教育費
道支出金社会教育総務費

1,127

事業名 少年教育事業経費

決　算　額教育費
国庫支出金

01

細事業名

24 年度

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

臨時的経費 その他
起債

一般財源 1,127

10．社会教育

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

10．社会教育

当初予算額 993
10 教育費

担当者職氏名 係長　樋口範幸

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

事業コード 143000-02

事業名 少年教育事業経費

889

社会教育総務費 道支出金

決　算　額
国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

臨時的経費 その他

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

担当課係名 町民学習課町民学習係

政策分類

総合計画
の体系

決　算　額

01

単独事業 一般財源 3,716

今後の事業方針 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

政策分類 10．社会教育
総合計画
の体系

単独事業

政策分類

01

単独事業

06 社会教育費

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

一般財源 889

Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

社会教育事業に係る全般経費を計上している。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

財
源
内
訳経費区分

事業期間 24 24

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

中期計画・単年度計画に基づき、事業実施
にあたる。研修会等では社会教育主事の専
門的な資質向上を図る。

研修会等への参加、後志社会教育主事
会への参画などを通じ、社会教育主事の
資質向上を図った。

研修会等での成果を活用し、社会教育へ
の専門的な助言指導を進める。

Ｂ

年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ町らしい地域性を活かしながら、豊かな心とたく
ましい体をもった青少年を育成する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

財
源
内
訳経費区分

青少年交流事業

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

学校との連携を深め、学校と地域が一体と
なって子どもを育む取り組みを進める。
中高校生や青年層も活動に参加し、将来の
リーダーを育成する。

洋上セミナーでは滋賀県高島市を訪問
し、体験・交流活動を進め郷土を見直す
機会の提供を行なうことができた。

子どもの生きる力を育てるために体験活
動を地域の教育力を積極的に活用しなが
ら実施する。

細事業名 青少年健全育成事業 事業期間 24

財
源
内
訳経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

　時代を担う青少年リーダーの育成やニセコを再発見
する機会を提供する。

予
算
科
目

一般会計

ヘリコプター体験搭乗や、全道規模である
ジュニアセミナーへの参加により将来のリー
ダーを養成する。
高校生の海外留学支援についてもライオンズ
クラブと連携しながらより意義のあるようにす
る。

計画通りの事業を実施することができた。
高校生海外留学については、参加者の発
表などを見ても効果が見られ将来のリー
ダー養成に資することができた。

最終年となる高校生海外留学を円滑に
実施する。
ヘリコプター体験搭乗はより学習要素を高
めたプログラムとする。

今後の事業方針
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

当初予算額 547
541決　算　額

事
業
費

（

千
円

）

財
源
内
訳

国庫支出金

事業コード 143000-03

事業名 少年教育事業経費

06 社会教育費

臨時的経費 その他

社会教育総務費 道支出金
起債

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

担当課係名 町民学習課町民学習係

10．社会教育
総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 143000-05

06 社会教育費

臨時的経費

道支出金

事業名 少年教育事業経費

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

10 教育費 535決　算　額

342
起債

社会教育総務費

当初予算額 241

国庫支出金
186

担当者職氏名 係長　樋口範幸

担当課係名 町民学習課町民学習係

事業コード 143100-02

事業名 青年教育事業経費

その他

10 教育費
06 社会教育費

起債

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

政策分類

総合計画
の体系担当者職氏名 係長　樋口範幸

担当課係名 町民学習課町民学習係 戦略ビジョン

その他

一般財源 541

193

単独事業

補助事業

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

政策分類

国庫支出金

当初予算額 809

01

今後の事業方針 Ｂ

一般財源

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

総合計画
の体系

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　放課後子ども教室による体系的な事業実施
を行い、文化団体から講師を招くなどより効果
的な事業実施を行なう。

　運動会・マラソン大会の前にスポーツ教
室を開催したり、長期休暇中に学生ボラ
ンティアを活用した体験教室を開催する
など、学校行事や他の社会教育事業との
連携を進めることができた。

　放課後子ども教室のプログラムに改善の
余地があるため、より広がりのある事業展
開を行なう。

政策分類 10．社会教育

決　算　額

一般財源 186

24 年度

事
業
費

（

千
円

）

財
源
内
訳

社会教育総務費 道支出金

10．社会教育

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

細事業名 青少年芸術鑑賞会事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　児童生徒に対し優れた芸術鑑賞の機会提供および
芸術作品展示の機会提供を行い、芸術文化意識の
高揚を図る。

予
算
科
目

一般会計

経費区分

01

10 教育費

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　平成２３年度は会場を工事のため町民セン
ターから芸術鑑賞は各学校に、作品展示は
公民館へ移して実施した。平成２４年度は町
民センターに戻るが、会場の使用方法などに
ついて、早めの学校との打合せ調整を行い、
スムーズに実施できるよう準備を行う。

円滑な事業実施を行なうことができ、補
助を利用することができたことなど財源的
にも負担を少なく実施することができた。

児童生徒への本格的な芸術鑑賞の機会
を提供することはもちろんのこと、財源確
保のための情報収集を継続する。

細事業名 教育支援活動促進事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　社会教育法に基づき、学校・家庭・地域が一体とな
り地域ぐるみで子どもたちを育む体制づくりを進めるた
め、児童の放課後における安全な遊び場や体験活動
の場を提供したり、学校を支援するボランティア活動
を進めたりする。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

財
源
内
訳経費区分

細事業名 成人式事業 事業期間 24

事
業
目
的
・
目
標

新成人の門出をニセコ町として祝福する。

予
算
科
目

一般会計

経費区分

01

単独事業
経常的経費

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

祝賀会等に成人自身の企画が取り入れられ
るよう留意する。

祝賀会の進行を新成人が行なうことで、
自主的な式典を行なうことができた。

より新成人の式への参画を促す。
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

総合計画
の体系

事業コード 143200-03

担当者職氏名

事業コード 143200-01

事業名

社会教育総務費

その他

成人教育事業経費

06 社会教育費

当初予算額 555
10 教育費 290決　算　額

国庫支出金
道支出金
起債

臨時的経費

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

係長　樋口範幸

担当課係名 町民学習課町民学習係

事業コード 143300-01

10 教育費 決　算　額
国庫支出金

臨時的経費 その他

事業名 成人教育事業経費

06 社会教育費

細事業名 ニセコ町ＰＴＡ連合会事業

事
業
目
的
・
目
標

　幼児センター・小中高校ＰＴＡで組織する町ＰＴＡ連
合会が主催する事業経費について補助する。

予
算
科
目

一般会計

起債

当初予算額

24

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

担当課係名 町民学習課町民学習係

政策分類 10．社会教育
総合計画
の体系

10 教育費

社会教育総務費

06 社会教育費
01

881

事業名 高齢者教育事業経費 細事業名 寿大学事業 事業期間 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

生きがいと自立心をもって社会に参加する高齢者活
動を促進する。

予
算
科
目

一般会計

道支出金

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系担当者職氏名 係長　樋口範幸

75当初予算額

10．社会教育

一般財源 290

その他
起債

75

事業期間

01

単独事業

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

政策分類

01

一般財源
経費区分

決　算　額

政策分類 10．社会教育

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

細事業名 生涯学習研修事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

主体的に学び、生きがいづくりを進め、豊かな地域づ
くりに貢献する成人を支援する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

財
源
内
訳経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

個人の需要と社会の要請のバランスを取りな
がら学習に取り組み、学習成果を活用した取
り組みを進める。旧マキノ町民間交流につい
ては、民間主体の活動支援を行う。

ニセコ女性会の活動支援を行ない多くの
参加者がみられたほか、滋賀県高島市マ
キノ地区との交流への支援を行なった。

参加者が学習成果を活用し、主体的な
取り組みが続くよう支援を継続する。

24 24 年度

75

社会教育総務費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

財
源
内
訳

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

単独事業

来年度への課題・改善点等

町PTA連合会への活動支援を行なう。 町PTA連合会へ補助金を支出し、同会主
催の講演会が開催された。

家庭教育の推進母体である町PTA連合
会に対して継続して支援を行なう。

経費区分
単独事業 一般財源 740
臨時的経費

事
業
費

（

千
円

）

740

財
源
内
訳

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

国庫支出金

自主的・主体的な活動を進めるため、事業企
画や運営に学生が積極的に参画できる体制
を整備する。

学習会（毎月開催・全１２回）を老人クラ
ブ連合会の協力を得ながら実施すること
ができた。

自治会活動において役員育成を図るとと
もに、事業の企画運営に学生が参画でき
るよう実施する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

事業コード 144560-00

事業名 学習交流センター施設維持管理経費 細事業名 - 

事
業
目
的
・
目
標

学習交流センターの維持管理を行う。

予
算
科
目

一般会計

経常的経費

06 社会教育費

経費区分

担当課係名 町民学習課町民学習係 戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

事
業
目
的
・
目
標

ふれあい、交わり、憩いがある場づくり、生きいきと文
化を楽しめる町民の生涯学習の拠点として施設運営
を行う。

事
業
目
的
・
目
標

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

公民館事業を通じ、誰もが学び成果を活用する生涯
学習社会づくりを進める。

担当課係名 町民学習課町民学習係

社会教育費06

事
業
費

（

千
円

）

43
国庫支出金
決　算　額

47
10 教育費

02 公民館費

当初予算額

起債

事業実施時の問題点・検討課題

起債

事業名

経常的経費 その他

財
源
内
訳経費区分

細事業名

事業実績・成果・評価

経常的経費

予
算
科
目

一般会計

学習交流センター事業経費

指定管理者ＮＰＯ法人あそぶっくの会と連携
し、図書事業・読書活動を推進する。
子ども読書推進計画を策定し、子どもの読書
環境充実の取り組みを、真狩村・蘭越町とも
連携しながら進める。

指定管理者ＮＰＯ法人あそぶっくの会によ
り施設の管理運営により、図書関係イベン
ト、ボランティア活動を実施した。また、蔵
書整備を行った。子ども読書推進計画を
策定し、計画的な図書行政の推進体制
を整えることができた。

施設運営・イベント・ボランティア活動に対
する評価は高い。より一層活動の周知を
行う。

公民館事業経費

事業コード 143900-01

道支出金

12,428決　算　額

43

道支出金

その他

来年度への課題・改善点等

10

一般財源

事
業
費

（

千
円

）

06 社会教育費 国庫支出金
教育費

学習交流センター費
財
源
内
訳

04

当初予算額 12,451

公民館事業事務経費

12,428

24

事業名 学習交流センター事業事務経費

事業コード 144570-01

道支出金

その他

事
業
費

（

千
円

）

2,385

一般財源 2,385

事業期間 24 年度

国庫支出金

24

事業期間

財
源
内
訳

10．社会教育

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

経費区分
単独事業 一般財源

起債

04

単独事業

教育費

学習交流センター費

決　算　額
当初予算額 2,529

10

事業期間 24 24 年度

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

指定管理者ＮＰＯ法人あそぶっくの会と連携
し、適切な維持管理に努める。

あそぶっくの会と連携し、町民が利用しや
すい施設となるよう円滑な運営を行なうこ
とができた。

指定管理者あそぶっくの会と協議し、適
切な維持管理を行う。夜間開館時間の延
長については継続検討する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

総合計画
の体系担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

総合計画
の体系担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

担当課係名 町民学習課町民学習係

24 年度

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

細事業名

単独事業

予
算
科
目

一般会計

公民館の円滑な運営に努める。 閉館まで円滑な運営を行なうことができ
た。

北海道公民館協会から脱退したため、情
報収集などより積極的に行なう必要があ
る。

今後の事業方針 Ｃ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

総合計画
の体系担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類

戦略ビジョン
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 町民学習課町民学習係

道支出金
起債
その他

事
業
費

（

千
円

）

104
国庫支出金
決　算　額

財
源
内
訳

02

当初予算額 329
10 教育費

公民館費

143900-03

臨時的経費

事業コード

事業名 公民館事業経費 細事業名 講座・教室事業経費

06 社会教育費

経費区分
単独事業

11．芸術・文化

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

社会教育費
10

その他
単独事業 一般財源 1
経常的経費

1

事業期間 24 24

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

来年度への課題・改善点等

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類

団体・サークルや個人の主体的な文化活動
の支援を行うとともに、芸術文化について広く
関心を持ってもらえるよう実施する。

文化財事務については、町指定文化財の
維持管理、埋蔵文化財の保護事務（事
前協議、踏査調査）を実施した。

埋蔵文化財保護事務では、国営農地再
整備事業など必要に応じて踏査調査、試
掘調査を実施し、適切な保護を図る。

道支出金
財
源
内
訳

国庫支出金

起債

決　算　額
事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

社会教育総務費

事
業
目
的
・
目
標

豊かな感性や創造性を育む芸術文化の普及・啓発
を図る。

予
算
科
目

一般会計
教育費

01
06

経費区分

10

年度事業名 芸術文化事業経費 細事業名 文化財保護経費

事業期間 24 24 年度

一般財源 104

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

公民館事業を通じ、誰もが学び成果を活用する生涯
学習社会づくりを進める。

予
算
科
目

一般会計

家庭教育学級については望ましい生活習慣
づくりに取り組む。英会話教室については、ＨＩ
Ｓとの連携した取り組みを進める。

児童生徒習字絵画工作展は公民館を会
場に実施。家庭教育学級については、３
地区で７講座を開催し、家庭の教育力向
上を図った。

家庭教育学級の内容について、より質の
高いものとなるようにする。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

総合計画
の体系担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

事業コード 142700-00

事業名 文化財保護審議会運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

文化財保護法に基づき、文化財の保存及び活用に
ついての審議を行う。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 70
10 教育費 決　算　額 0
06 社会教育費

財
源
内
訳

国庫支出金
01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 0

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

教育委員会の諮問に応じ重要事項を審議す
る。重要事項がない場合も文化財保護に関
する情報交換を行う。歴史文化遺産の文化
的な価値、保全の方策などについて、引き続
き検討を行い、教育委員会へ回答書を提出
する。

新たな審議事項が無かったことから会議
の開催を行なっていない。

有島記念館周辺整備計画に関連し、案
件があれば審議を行なう。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

事業コード 143400-01
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

政策分類 11．芸術・文化

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系担当者職氏名 係長　樋口範幸

来館者が快適に観覧できるような施設の
維持管理に努める。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

　来館者への適切なサービスを維持しつつ経
費の削減に努める。光熱水費等は、天候や
燃料価格の動向等、外的要因に左右される
という問題がある。常設展示室の地中熱ヒート
ポンプの状況も注視していきたい。

当初予定していた施設修繕に加え、補正
等も行い修繕を実施した。今後も経年劣
化によるものや突発的なものなど、修繕の
対応をしていく。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

経費区分
経常的経費 使用料 2,727
単独事業 一般財源 4,253

道支出金
06 社会教育費

財
源
内
訳

国庫支出金
03 有島記念館費

決　算　額 6,980

24 年度

事
業
費

（

千
円

）

起債

事
業
目
的
・
目
標

　今後も来館者に親しまれる施設であるよう適切な維
持管理に努めていく。

予
算
科
目

一般会計
教育費

当初予算額 6,179
10

事業期間 24事業名 有島記念館施設維持管理経費 細事業名 - 

事業コード 144100-00

11．芸術・文化

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業の継続を行なうため財源を確保す
る。

来年度への課題・改善点等

単独事業 一般財源 614

一般向けの本格的な演劇に触れる機会
の創出をすることができた。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

500
起債

国庫支出金
道支出金

財
源
内
訳
その他

01 社会教育総務費

事
業
費

（

千
円

）

10 教育費 決　算　額 1,114

事業名 芸術文化事業経費

個人の趣味として活動だけではなく、広がりを
もった活動となるよう、主催事業であるコン
サートなどを継続して実施し、広く町民に芸術
文化に触れる機会を設ける。

11．芸術・文化

文化協会役員会における事業の企画立
案機能の強化、役員の後継者育成のた
め、文化協会役員数の増加を行った。
活動休止団体が退会し、－３団体となっ
た。

役員会の定期的な開催など、会の自立
性を高める。

政策分類

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

事業コード 143400-05

事
業
目
的
・
目
標

リニューアルした町民センターを活用して、町民のみ
なさんが本格的な芸術に触れる機会を創出する。

予
算
科
目

一般会計

06 社会教育費

経費区分
臨時的経費

0

細事業名 芸術鑑賞事業 事業期間 24 年度24

当初予算額

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

今後の事業方針 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事
業
目
的
・
目
標

　文化協会の活動支援を行い、文化協会加盟団体
の活動補助を行うとともに、町民に芸術文化に触れる
機会を提供する。

起債

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

経費区分
臨時的経費 その他
単独事業 一般財源

道支出金01 社会教育総務費

10 教育費 決　算　額

事業期間

676
事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 676

財
源
内
訳

国庫支出金

676

24 24 年度

予
算
科
目

一般会計

06 社会教育費

事業名 芸術文化事業経費 細事業名 文化協会事業

事業コード 143400-02
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款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

経常的経費 その他 296

来年度への課題・改善点等

単独事業 一般財源 7,746

政策分類 11．芸術・文化

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

　効率的な事務事業に務める。 予定どおり事務事業を執行した。入館者
数については前年比約100名の減となっ
ている。

有島記念館についてのＰＲを積極的に行
うとともに、魅力的な館運営に努める。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 8,067
決　算　額 8,042

財
源
内
訳

国庫支出金
道支出金

予
算
科
目

一般会計
10 教育費
06 社会教育費
03 有島記念館費

経費区分

起債

事
業
目
的
・
目
標

　有島記念館事業を効率的・効果的に実施すること
を目的に、事務管理に係る全般的な経費を計上す
る。

町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系担当者職氏名 係長　樋口範幸

今後の事業方針 Ａ

細事業名 事業期間 24 24 年度有島記念館事業事務経費

政策分類

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

円滑な事業実施を図る。有島記念館周辺整備計画の内容精査を
行い計画実施の準備を実施。

事業名 有島記念館事業

事業コード 144500-01

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

11．芸術・文化

担当課係名

　有島記念館周辺整備計画により景観保全
や案内サインの再整備などを進め、有島記念
館の魅力を発信する。本年度は景観保全の
ための用地購入と遊歩道設置の工事を行う。

116

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

予
算
科
目

教育費
06 社会教育費

13,100

財
源
内
訳

国庫支出金
道支出金
起債
その他
一般財源

当初予算額 13,363
決　算　額 13,216

24 年度

一般会計
10

事
業
費

（

千
円

）経費区分
投資的経費
単独事業

　有島記念館を良好な状態に保ち、適正な施設整備
を行う。

03 有島記念館費

事業期間

事業コード 144300-00

今後の事業方針 Ａ

24事業名 有島記念館施設整備事業 細事業名 - 

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

事業実施時の問題点・検討課題

11．芸術・文化

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類

　公園等管理業務は建設課にて一括発注の
ため、管理業者と十分な連絡調整が必要で
ある。公園内の芝は一部痛みが目立ってい
る。花苗の植え込みはニセコ高校に依頼して
いる。

公園内の芝は昨年度も補修してきている
が、依然痛んでいる箇所も見受けられる。

管理業者との密な連絡調整。

道支出金

一般財源 1,248

03 有島記念館費

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額
10

その他
経費区分

経常的経費

1,349
1,248

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

起債

単独事業

事
業
目
的
・
目
標

　有島記念公園・親水公園について、憩いの場として
適切な維持管理を実施していく。

細事業名

事業コード 144200-00

事業名 有島公園施設等維持管理経費 - 事業期間 24 24 年度
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

事
業
目
的
・
目
標

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,670
10 教育費

細事業名 有島記念館展示事業 事業期間 24 24 年度

　様々な角度から有島武郎を始めとする文化活動を
広く、わかりやすく紹介する。

予
算
科
目

決　算　額 2,874
06 社会教育費

財
源
内
訳

国庫支出金

事業コード 144500-04

事業名 有島記念館事業

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

来年度への課題・改善点等

　審査員が多忙なため、連絡調整を密にして
実施する。

多数の応募があり有島武郎賞ほか各賞を
決定でき、事業の定着がみられる。

審査員の世代交代について検討を行う。

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

単独事業
その他
起債

24

一般財源 662

当初予算額

事業期間

675

24 年度

10 662決　算　額
事
業
費

（

千
円

）

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金
道支出金

教育費
事
業
目
的
・
目
標

　青少年の美術文化の創造とその発表の機会を提供
する。

予
算
科
目

一般会計

03 有島記念館費

経費区分
臨時的経費

有島武郎青少年公募絵画展事業細事業名

事業コード 144500-03

事業名 有島記念館事業

03 有島記念館費 道支出金
起債

経費区分
臨時的経費 ふさとづくり寄附金 2,550
単独事業 一般財源 324

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　企画展については多くの方に関心を持ってもらえ
るようテーマ設定等留意する。

常設展示のほか企画展を開催し、地域の方に
親しんでもらえるような館の運営を行なうことが
できた。
また、貴重な有島武郎直筆原稿やサイン入り
著作集、有島宛書簡を購入し、有島研究・展
示資料の収集・確保を行なうことができた。

地域に根ざした館として、専門性を保ちつつ幅
広いテーマでの展示を行なうなど、より魅力的
な運営を行なう。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

事業コード 144500-05

24 年度事業名 有島記念館事業 細事業名 有島記念館研究事業 事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債
臨時的経費
単独事業

10
　収蔵資料の整理や適正な方法による保管を行い、
研究を深める。

予
算
科
目

一般会計

03 有島記念館費

06 社会教育費
教育費

経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

795
1,730

道支出金

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　有島文学に関する資料の充実や展示・研
究に活用するため、専門書・研究書の購入を
行う。

収蔵庫の環境整備を行い、資料の保管
体制の改善を行なった。

収蔵庫の燻蒸を実施し、継続して収蔵庫
の環境改善を進める。

1,730

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 町民学習課有島記念館係

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

総合計画
の体系

戦略ビジョン
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

事業コード 144500-06

事業名 有島記念館事業 細事業名 有島武郎講座事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　有島武郎と有島記念館について広くアピールし、より
親しみを持ってもらうため、町民参加型のイベントを開
催する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 545

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金
03 有島記念館費 道支出金

臨時的経費 事業補助 116
単独事業 一般財源 429

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 488
10

起債

経費区分

　開催時期や内容等、来館者に満足いただ
けるよう検討する。

有島一族の湯浅照子氏によるオルガンコ
ンサートやアート教室など、イベントを開催
し多くの来場者があり、有島記念館を身
近な存在とすることができた。

定着が見られるコンサートの開催や、継続
したイベントの実施により、また来たいと思
わせる館の運営を進める。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 144500-08

事業名 有島記念館事業 細事業名 有島記念館土産品等販売事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　収入確保と来館者の満足向上、イメージアップを目
的として、土産品等を販売する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 165

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金
03 有島記念館費 道支出金

経常的経費 その他
単独事業 一般財源 165

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 192
10

起債

経費区分

　仕入れについては、欠品せずかつ在庫過剰
とならないよう留意する。

　有島武郎関連書籍やオリジナルグッズ
（時計、ガラス細工外）、有島煎餅などを
販売。

来館者のニーズを探りながら商品の整理
が必要。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 144700-00

事業名 スポーツ推進委員経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

スポーツ振興法に基づき、スポーツ行事の企画立
案・実技指導を行い、生涯スポーツの普及を行う。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 759

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金
01 保健体育総務費 道支出金

経常的経費 その他
単独事業 一般財源 759

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 771
10

起債

経費区分

スポーツ推進委員のスポーツ技術向上を行
うとともに、自主企画歩こう会を開催する。

町民運動会や歩こう会、ラジオ体操など
の開催協力及び指導の実地を行った。ま
た、今年度新たに体力測定会の運営補
助も行った。

スポーツ委員の質や意識向上の為、研修
会等へ参加する。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

事業コード 144800-00

事業名 保健体育一般事務経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

保健体育の一般事務を行う。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 3,110

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金
01 保健体育総務費 道支出金

経常的経費 その他
単独事業 一般財源 3,110

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,429
10

起債

経費区分

保健体育事業の効率的な事業執行を行う。 近藤小学校は地域のスポーツ活動の場、
ニセコ小学校とニセコ中学校は総合体育
館の補完施設として耐震工事時期に体
育協会加盟団体に活用いただいた。

体育事業実施が効率的に進むようにす
る。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 144900-02・04

事業名 保健体育活動推進事業経費 細事業名 児童生徒スキーリフト券事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

リフト券の積極的な活用、学校体育施設の有効活用
を図り町民の積極的なスポーツへの参加を進める。
【2事業分】
・児童生徒スキーリフト券事業　・学校開放事業

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 1,112

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金
01 保健体育総務費 道支出金

臨時的経費 その他
単独事業 一般財源 1,112

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,301
10

起債

経費区分

リフト券については、リフト券の共通化、スキー
場・保護者・町の負担割合について検討を行
う。

リフト券事業、学校開放事業ともに前年並
みの利用があった。

冬期の健康やスキー振興のため、リフト券
の共通化や保護者負担の検討。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 145000-02～11

事業名 体育大会等開催経費 細事業名 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

各種体育大会を開催し、町民相互の交流を深めると
ともに、健康づくり・体力づくりを進める。
【6事業分】
・町民大運動会事業　・全町ソフトボール大会事業　・
全町９人制バレーボール大会事業　・全町児童生徒
スキー大会事業　・ニセコ町運動公園開幕スポーツ
大会事業　・ニセコマラソンフェスティバル大会事業

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 5,333

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金
01 保健体育総務費 道支出金

経常的経費 その他
単独事業 一般財源 5,333

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 5,780
10

起債

経費区分

より多くの方に参加していただけるよう事業内
容を見直しを図りながら推進する。

各種大会では、体育協会やスポーツ推進
委員の協力をえながら開催することができ
た。

スムーズな大会運営となるよう、協力人
数の増員。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

事業コード 145100-02・06・11

事業名 体育講習会・教室等開催経費 細事業名 親子スポーツ教室 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

各種講習会・教室を開催し、町民相互の交流を深め
るともに、健康づくり・体力づくりを進める。
【3事業分】
・親子スポーツ教室事業　・夜間スキー・スノーボード
講習会事業　・１年生のスポーツ教室

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 284

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金
01 保健体育総務費 道支出金

臨時的経費 その他
単独事業 一般財源 284

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 330
10

起債

経費区分

教室等開催時には、地域でスポーツができる
方、かくスポーツ団体など地域の人材活用を
図る。

地域の人材を生かし、水泳教室やスキー
教室を開催し好評だった。親子スポーツ
教室は、親子の交流やつながりが深まっ
た。

どの事業も参加者が増加しているので、
地域の人材活用を図る。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 145300-02

事業名 体育団体等補助金 細事業名 体育協会補助金 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

各種団体の行うスポーツ活動の補助を行い、スポー
ツ活動を推進する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 2,123

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金
01 保健体育総務費 道支出金

臨時的経費 その他
単独事業 一般財源 2,123

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,203
10

起債

経費区分

各団体活動が活性化されるようにサポートを
行う。

各団体への補助金、大会参加費などの
経費支援を行った。

町長杯大会開催や町バス廃止に伴う体
育協会の捕縄体制の見直しを行う。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 145400-01～06

事業名 体育施設管理運営経費 細事業名 町営水泳プール 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

体育施設の維持管理を行う

【5施設】
・町営水泳プール　・陸上競技場　・町民運動場　・テ
ニスコート　・ゲートボール場　・

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 23,270

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金
02 体育施設費 道支出金 105

経常的経費 その他 836
単独事業 一般財源 22,329

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 23,251
10

起債

経費区分

水泳プール、陸上競技場、町民運動場、テニ
スコート各利用者の要望も確認しながら適切
な維持管理を行う。

各施設の管理委託業務の実施を予定どおり行
う。陸上競技場は、トラック部分の改修工事を
実施し水はけのよい利用しやすい施設となっ
た。運営は各施設とも問題なく、各種スポーツ
の活動場所として利用していた。
水力交付金を活用し、スポーツ備品を整備し
た。

水泳プールや町民運動場など施設の老
朽化が進み、今後計画的な施設整備が
必要。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

168



Ｈ ～

款
項
目

Ｈ ～

款
項
目

事業コード 146000-00

事業名 総合体育館管理運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

屋内スポーツの拠点である総合体育館の維持管理
を行う

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 65,366

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金 15,927
04 総合体育館費 道支出金 1,831

経常的経費 その他 183
単独事業 一般財源 12,425

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 67,501
10

起債 35,000

経費区分

体育館の耐震診断結果に伴い、アリーナの耐
震化工事及び体育館機能向上改修工事の
具体的な設計を行う

アリーナの耐震改修を実施。
町内の各種スポーツ団体のほか、合宿・
修学旅行のリクリエーション会場として利
用。
水力交付金を活用し、スポーツ備品を整
備した。

機能向上設計などを行い、体育館の利便
性を再確認しながら改修工事に向けての
検討実施を行う。

Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

事業コード 146200-00

事業名 運動公園管理運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

屋外スポーツの拠点である運動公園の維持管理を
行う

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 7,480

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金
05 運動公園費 道支出金 2,756

経常的経費 その他 908
単独事業 一般財源 3,816

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 7,910
10

起債

経費区分

運動公園管理委託業務につては、野球場の
芝管理の見直しを行う。

パークゴルフ場の管理は、パークゴルフ協会へ
週２回管理を委託実地した。運動公園運営は
問題なく、パークゴルフ場、野球場、ソフトボー
ル場、ゲートボール場など各スポーツの活動
場所として利用者も増加した。また、水力交付
金を活用し、スポーツ備品を整備した。

引き続き、利用頻度の高い運動公園とし
て、芝や施設の維持管理の継続。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン
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